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显まをのために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることびありを険です。事故を防ぐため 
になのことを必ずお守りください。 



まをのためのを意事頃を守る 


4〜6ページのま意事項をよ < お読み < ださい。 
製品全般のま意事項び記載されています。 

7ページの r 使用上のごま意」ちあわせてお読 
み < ださい。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりび 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


故障した6ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常が起をた5 


変な音*においが 
した6、 

煙が出た6 




〇電源を切る 
〇 電源プラグをコン 
セントか6巧く 
〇お質い上げ店また 

I 十、/ —— サー ドマ 

窓□に修理を依頼 
する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

|/?\危険 I 

この表示のミち意事項を守ら 
ないと、乂災■感電-破裂 
などにより死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示のミち意事項を守ら 
ないと、乂災■感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 

IA 注意 I 

この表示のミち意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりす 
ることがあ0ます。 


注意を促ず記号 



A 

火災 

感電 

巧為を禁止ずる記号 

0 


禁止 

分解禁止 


磯） 

巧軸禁止 

めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指示 

C 

3ラグをコン 


セントから巧く 
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A 警告 1 A A 

- ■ 乂災 感電 


下記のを意事項を守5ないと义災 • 
感電により死 t や大けび①原因とな 
りまず。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

• 設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし 
ない。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしなし、。 
•重いちのをのせたり、引っ張ったりしなし、 

• 熱器具に近づけない。加熱し 
ない。 

• 移動させるとさは、電源プラ 
グを扳く。 

• 電源コードを抜 < とさは、必 
ずプラグを持って扳く。 

■►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼ください。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所や、直射日光のあたる場所には置 
かない 

上記のよラな場所に置くと、 

火災や感電の原因となること (\ 

びあります。特に風呂攝など ^ 

では絶対に使用しないで<だ " 

さい。 


内部に水や異物び入5ないようにず 
る 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。本磯 
の上に花瓶などの水の入ったちのを置かないでくださ 
い。また、本機を水滴のかかる場所に置かないでくだ 
さい。 

-►万一、水や異物び入ったとき 
は、すぐに本体の電源ポタン 
を切り、電源プラグをコンセ 
ントから扳さ、お買い上げ店 
またはソニーサービス窓□に 
ご相談ください。 





キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 


火災や感電、けがの原因とな 
ることびあります。 

-► 内部の点検や修理はお買 
い上げ店またはソニー 
サービス窓□にご依頼く 
ださし、 



雷び鳴りだした5、本体や電源プラ 
グに軸れない 


感電の原因となります。 




接触禁止 



本機を曰本国外で使わない 


交流1日日 V の電源でお使い 
くださレ。海がなど、異な 
る電源電圧の地域で使用す 
ると、火災•感電の原因と 
なります。 



ガス管にアース線やアンテナ線をつ 
なびない 


火災や爆発の原因となり 
ます。 
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A 注意 


下記のま意事項を守 5 ないとけたを 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることがありまず。 


めれた手で電源プラグにさわ5ない コード類は正しく配置ずる 


感電の原因となることび 
あります。 


(§) 

めれ手禁止 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


巧をかけたり、毛足の長いじゅラ 
たんや布団の上または壁や家具に 
密接して置いて、通風孔をふさぐ 
など、自然放熱の妬ばになるよラ 
なことはしなレで<ださい。過熱 
して义がや感電の原因となること 
びあ0ます。 



大音量で長時間つづけて聞かない 

耳を刺激するよラな大をな宣量で長時間つづけて聞く 
と、聴力に悪レ影響をちえることがあります。 

一呼びかけられたら気びつく 
くらいの音量で聞をましよ 
つ。 禁止 



安定した場所に置< 

ぐらついた台の上や傾いたところ 
などに置くと、製品び落ちてけび 
の原因となることびあります。ま 
た、置さ場所、取り付け場所の強 
度を充分に確認してくださし、。 



電源コードや AV ケーブルは足にひっかけると機器の 
落下や輯倒などにより、けがの原因となることびあり 
ます。充分にま意して接続、配置してください。 



移動させるとき、長期間使わないと 
きは、電源プラグを抜く 

長期間使用しないとをは安全のため電源プラグをコン 
セントから扳いてください。絶縁劣化、漏電などによ 
り火災の原因となることびあります。 



お手入れの際、電源プラグを抜く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電 
の原因となることびあります。 



電源プラグは抜さ差ししやずいコン 
セントに接続ずる 

異常び起さた場含にプラグをコン 
セントから扳いて、完全に電源び 
切れるように、電源プラグは容易 
に手の届くコンセントにつないで 
<ださい。通常、本体の電源ボタ 
ンを切っただけでは、完全に電源 
から切り離せません。 
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電池にごいてのまを上の 
ごま意 


液漏れ-破裂-発熱による大け 
む や失明を避けるため、下記のを意 
事項を必ずお守りください。 


危険 


A 警告 


電化のおが漏れたとまは 


素手で液をさわ5ない 


電池の液び目に 
入ったり、身体や 
巧服につくと、失 
日月やけび、皮膚の 
炎症の原因となる 
ことびあります。 
液の化学変化により、 



時間びたつてから症状び現れる 


ことをあじます。 


必ず次の処理をずる 

-►液び目に入ったとを 
は、目をこすらず、す 
ぐに水道水などのされ 
いな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受 
けて < ださい。 

-► 液び身体や巧服についたとさは、すぐにされいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあるとをは、医師に相談してください。 



電池は乳幼児の手の届かない巧に置< 

■►電池は飲み込むと、窒息や 
胃などへの障害の原因とな 
ることびあります。 

一万一、飲み込んだとをは、 

ただちに医師に相談してく 
ださい。 



電池を义の中に入れない、加熱•分 
解-改造-充電しない、水でめ5さ 
ない 

破裂したり、液び漏れた 
りして、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 



指定 J ； (がの電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 

電池の性能の違いにより、 

破裂したり、液び漏れた 
りして、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 



+と一の向きを正しく入れる 

+と一を逆に入れると、 

ショートして電池び発熱や 
破裂をしたり、液び漏れた 
りして、けびややけどの原 
因となることびあります。 

■►機器の表おにをわせて、 

正しく入れてください。 



使い切ったときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 

電池を入れたままにし 
ておくと、過放電によ 
り液び漏れ、けびやや 
けどの原因となること 
びお0ます。 
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ffi 用上のご注意 

設置場所について 

次のよラな場所には置かないでください。 

• ぐらついた台の上や不安定な所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

• 直射日光び当たる所、温度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしよ 
に使用するとを、近くに置くと、雑音が入った 
り、映徹び乱れたりすることびあります。特に室 
内アンテナのとをに起こりやすいので屋外アンテ 
ナの使巧をおすすめします。） 

• 電子レンジや大をなスピーカーなど、強力な磁気 
を発するものの近く。 

設置時のご注意 

本機の上に重いものを置かないでください。 

音量を調整ずるとをは 

ディスクはレコードと比べ、非常に雑宣び少なく 
なってレます。レコードをかけるとをのよラに音声 
の入ってレない部分の雑音を聞さながら音量を調整 
すると、思わ说大きな音び出て、スピーカーを破損 
するおそれびあります。 

演奏を始める前には、宣量を必ずルさくしておをま 
しぶラ。 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
ときは、隘近所に迷惑びかからな 
いよラな言量でお聞を <ださい。 

特に、夜はルさめな音でち周囲に 
はよく通るをのです。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
巧になるなどお互いにむを配り、 

快い生活環境を守りましよラ。こ 
のマークは宣のエチケットのシン 
ボルマークです。 

本機のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗剤を少し 
含ませた柔らかい巧で拭いてください。研磨巧パッ 
ドや研磨剤、シンナーやベンジン、 アルコール など 
は表面を傷めますので使わないで<ださい。 


テレビ画面に色む5び起きた5 

本機のスピーカーによりテレビ画面に色むらび起さ 
た場合は、テレビの電源を切り、1己〜3日分後に再 
びスイッチを入れて<ださい。それでち色むらび残 
るとをは、スピーカーをさらにテレビから離してく 
ださし V 



この取扱説明書の巧 
いかた 

• この取扱説明書では、リモコンのボタンを 
使った操作説明を主体にしています。 
リモコンと同じなまえの本体のボタンも同 
じように使えます。 

本機はドルビー * デジタルデコーダーおよびドル 
ビープ□□ジック（ II )アダプティプマト1」ックス 
サラウンドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デ 
コーダー、 DTS ** デコーダーを搭載しています。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製 
造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、" AAC " □コ‘及 
びダプル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標 
でず。 

** 米国パテントナンバー： 5,451,942 ： 5,956,674 ： 
5,974,380 ： 5,978,762 ： 6,487,535の実施権、 
及び米国、世界各国で取得済み、または出願中の 
その他の特許に基づを製造されています。 DTS お 
よび DTS Digital Surround は DTS, Inc. の登録 
商標です。 DTSaj 吸び記号は DTS，Inc の商標 
でず。© 1996-2007 DTS, Inc. お断複写-転載 
を禁じます。 


本機は、 Hiah-Definition Multimedia Interface 
CHDMI™) 技術を搭載しています。 

HDML HDMI □ユ及び High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC 
の商標または、登録商標です。 

"巨 RAVIA " はソニー株式会社の登録商標です。 
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リモコンに電池を入れる 

ち続と準備 

付属のリモコンで本機を操作できます。+と 


a % -の向きを合わせて、単 3 乾電池（付属）2 

阿属 HD な仰! 口、の々 個を人れてくださし、。 


本機には次の付属品び同巧されています。 

リモコン （ RM - AAU 037)(1) 

単3乾電池 （2) 

光デジタルコード （2.5 m )(1) 

FM ワイヤーアンテナ （1) 

AM ループアンテナ （1) 

測定用マイク （1) 

リモコンレシーパー付きスピーカー （1) 
スピーカー （4) 

台座 （1) 

壁掛け金具 （5) 

レンチ （1) 

ネジ （+ PSW 4 X 12)(1) 



取巧説明書（本書） （1) 
クイックスタートガイド （1) 
保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 



ごま意 

• 高温、多湿の場所を避けて保管してください。 

• 新しい乾電池と使った乾電池を混ぜて使わないで 
ください。 

• 乾電池を交換するとをは、異物び入らないよラに 
ご注意ください。 

• U モコンを使ラときは、 U モコン受光部（回）に 
直射日光や照明器具などの強い光び当たらないよ 
ラにご注意ください。 U モコンで操作でをないこ 
とびおります。 

• 長い間 U モコンを使わないときは、液漏れや破裂 
を避けるために乾電池を取り出してください。 









準備 1 : スピーカー 
を設置する 

サラウンド効果を充分に楽しむためには、ヴ 
ブウーファー似がの5つのスピーカーをリス 
ニン グポジションか5なるべく等距離 (リス 
ニン グポジションを中むとした同む円上）に 
設置してください（の)。サブウーファーは 
(⑤）の範囲で設置することをおすすめしま 
す。 


次のよラに設置します。 


左フ□ント 
スピーカー 



ちょっと一言 

• サブウーファーは U スニングポジションから見 
て、縦向を横向をのどちらでも設置することびで 
さます。 

• スピーカーを設置するとをに、スピーカーび動い 
てしまラ場をびあります。このよラなとさは市販 
のワイヤークランパーや市販のテーフなどを使 
し、スピーカーコードを固定してください。 


サブウーファーを効果的に使ラ 


音声の低域の効果を得るには、サブウー 
ファーをでさる限り壁に近づけて設置してく 
ださい。 


壁に近づける 



ごま意 

• サブウーファーをフ□ントスピーカーの前に置く 
場含は、5日 cm な内’に置いてください。 



• サプウーファーをが側（⑤）に置くと音声の低域 
び効果的に得られない場合びあります。 U スニン 
グポジシヨンからの距離の設定び必要になりま 
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サブウーファー上部にをのを置かないで < ださ 
し)。 


0 

禁止 



サプウーファーを机の下やキャビネットの中など 
に置かないで < ださい。 



ごま意 

• スピーカーをなのよラな場所には置かないでくだ 
さい。 

—傾いた所。 

一極端に温度び高い所または低い所。 

一ほこりのをい所。 

—湿気のをい所。 

一不安定な台の上など。 

一直射曰光び当たる所。 

. 特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤などび塗られ 
ている床にスピーカーやスピーカーを取り付けた 
スピーカースタンド（別売）を置くとをはま意し 
てください。床に変色、染みなどび残ることがあ 
ります。 

• サブウーファーの位置によりテレビ画面に色むら 
び起きることびあります。このようなときは、サ 
プウーファーをテレビから離してください。 

ちょっと一言 

• スピーカーの配置を変えた場を、設定の変更をお 
すすめします。詳しくは「準備6 :自動でスピー 
カーを設定する」に7ページ）をご覧<ださい。 



テレビなど障害物となるをのの後ろにサブウー 
ファーを置かないでください。 


0 


テレビなど 



巧のページへつづ< 
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サブウーファーの取り扱いについてのご 
注意 

• 接続する際に、本機を横にする場合は柔らかい巧 
を下に敷いてください。 



• ス U ットに手を入れて持たないでください。内部 
のスピーカーユニットに手び軸れ、ユニットを傷 
めるおそれびあります。 

サブウーファーを持つとさは、底を持ってくださ 
い。 



• スピーカーユニットび搭載されているため、サブ 
ウーファー上部を押さないで<ださい。 


スピーカーユニット 
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壁かけ金具①①の巧径にをラ市販のネジを用意ずる c 
①の巧にネジを通し、壁かけ金具を取りつける。 



. 壁かけ金具 


' 巿販のネジ 


付属のレンチでリアキャップをはずし、プラスドライバーでスピー 
カーの台座を取りはずず。 



台座 


巧のぺージへつづ< 


スピーカーを 壁に取日付ける 


游諭. i : 揣論 
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4 o を付属のレンチで押し （1)、 スピーカーコードを取りはずず(2)。 



されています。 ずせます。 



5 スピーカーコードを⑤の巧に通ず。 



6 取りはずしたスピーカーコードを@/0極に台ねだてスピーカー端子 
に挿入し（1)、レバーをしっかりと下げる(2)。 



ちょっと一言 

• レバーを下げにくい場をは、付属のレンチを使ってください。 
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7 付属のレンチでスピーカーのリアキャップを取り付ける。 



手順3ではずしたネジを使い、④の巧から金具とスピーカーを固定ず 
る。 



ごま意 

• 壁の材質や強度に合ったネジをお使いください。壁の材質によっては破損するおそれあります。ネジは柱部 
分にしっかりと固定してください。スピーカーは補強された壁に取り付けてください。 

• 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取り付けを行ってください。 

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天がなどによる事故、損傷につきましては、当社は責任を負 
レません。 


巧のページへつづ< 
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センタースピーカー について 

U モコンレシーバーをセンタースピーカーから取りはずし、 I 」モコンレシーバーとセンタース 
ピーカーを別々に使5ことびでさます。 

1」モコンレシーパーをセンタースピーカーといっしよに壁に取り付けることちでさます。 


1 プラスドライバーでリモコンレシーバーを取りはずず。 



2ネジで スピーカーを 固定ず る。 

センタースピーカーと U モコンレシーバーを別々にお使いのとを 



手順1ではずしたネジ 


リモコンレシーバーを壁に取り付けてお使いのとさ 



16 































ちよつと一言 

• スピーカーコードはコネクターから取りはずすことびでをます。突起を下に向け、コネクターを平らな場所 
に押し当てなびら（1)、スピーカーコードを抜きます（2)。 


突起 



ごま意 

• スピーカーコードをコネクターにつなぎなおすとさは、スピーカー コー ドはスピーカー端子の極性にさねせ 
て®は+どラし、©は一どラしでつなぞます。白い文字や線び入っている（片側の端に黒いチューブびつし1 
ている）コードを一につないでください。極性を間違えると、低音び不足したり、正しい音声び出ません。 




白い文字や線 




マイナス©側 黒いチュープ 


スピーカーのショートを防止ずる 

スピーカーをショートさせると本機の故障の原因になります。ショートを防ぐために、スピー 
カーをつなぐとさは次のことに充分を意してください。スピーカーコードの両端の被覆びはびれ 
ている部分び、他のコードの先端と接触しないよラに気をつけてください。 

スピーカーコー ド接続の悪い例 


スピーカーコードの先端び 
他のコードと接独している。 


スピーカーコードの先端び 
端子から大幅にはみ出し、 
他のコードと接軸している。 




■議た i 
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準備 2 :スピーカーをつなぐ 

スピーカーコードのコネクターを、コネクターと同じ色のスピーカー端子につなざます。 
U モコンレシーバーは旧- R 100 端子につなざます。 


センター ちフ□ント左フ□ント 
スピーカースピーカースピーカー 



ちサラウンド左サラウンド 
スピーカー スピーカー 
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準備 3 a : HDMI 端子びある機器をつなぐ 

HDMI ケーブルを使って、他の機器とつなぐことをおすすめします。 

HDMI を使えば、簡単に高音質、高画質が楽しめます。 

テレビの音声を本機で聞くためには、テレビの音青出力と本機の音青入力を、光デジタルコード 
でつなぐ必要がありまず。 

HDMI 接続をしたときに便利な HDMI 機器制御については、「ブラビアリンク機能1 (44 ぺージ) 


をご覧ください。 


ブルーレイディスクプレー 
ヤー(レコーダー)/"フ 
レイステーション 3" など 

冒声/ 
映像信号 

HDMI 

山 


勺 

g 



DVD フレーヤー 
(レコーダーなど） 


音声/ 

映像信号 


■恥 ■ 

HDMI 


m 


衛星放送チューナー 

音声/ 

映徹信号 

IBM 

HDMI 

w 



目 




テレビ、フ□ジェクターなど 


OHDMI ケープル（別売） 

包光デジタルコード（付属） 


:信号の流れ 


巧のページへつづ< 


■議た i 
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ご注意 

• HDMI に対応していない機器をお使いの場合は、21ぺージをご覧ください。 

• イ也の機器を本機のデジタル入力端テと HDMI 端子に同時に接続した場合、 HDMI 端子の信号び優先されます。 

HDMI 端子の接続について 

• 高画質をお楽しみいただくためには、 HDMI □コ’びついたコードび必要です。ソニー製の 
HDMI ケーブルをおすすめします。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びきれいに映5なかったり、音び出ないときは、つない 
だ機器側の設定をご確認ください。 

• HDMI 端子か5の音声信号（サンプリング周波数、ビット長など）は、つないだ機器により制 
限されることびおります。 

• つないだ機器か5の音声出力信号のチャンネル数やヴンプ U ング周波数び切り換えられた場 
合、音靑が途切れることびあります。 

• つないだ機器び著作権保護技術 (HDCP) に対応していないために、本機の HDMI TV 出力端 
テの映像や音靑び乱れたり再生できない場をがあります。このよラな場合は、つないだ機器の 
仕様をご確認ください。 

• HDMI-DVI 変換ケーブルの使用はおすすめしません。 

• 本機での入力選択にかかわ5ず、 HDMI TV 出力端子か5は前回選択された入力端テの映像信 
号が出力されています。 
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準備 3 b : HDMI 端子びない機器をつなぐ 

HDMI 端子びない DVD プレーヤー（レコーダー)、衛星放送チューナー、ビデオデッキなどの機 
器をつなぐとき、本機は接続の組み合わせびできます。本機は映像信号をアップコンバートする 
臟能を搭載しています。詳しくは「映像信号をアップコンバートする」巧2ページ）をご覧くだ 
さし、。 


テレビをごなぐ 


本機につなびれた映像再生機器からの映像を、テレビ、フ□ジェクターなどで表示でさます。 


サブウーファー底面 



0 光デジタルコード（付属） 

包アナ□グ音声コード（別売） 
©コンポーネントビデオ〕ード（別売） 


:信号の流れ 


ごま意 

• テレビやプ□ジェクターなど映像を出力する機器は、モニター出力端子につないでください。 

• 本機の電源び入っているとをに、再生機器の映像と音声は本機を通してテレビに出力されます。本機の電源 
び入っていないとをは、映儘と音声信号はテレビに送られません。 

ちょっと一言 

• 本機の割り当て可能音声入力端子を使って、アナログ音声入力を他のフアンクションに割り当てることびで 
きます。詳しくは「アナ□グ宣声入力を割り当てる」 （69 ページ）をご覧ください。 

• モニター出力端子とテレビをつないでいるとを、選択した入力の映儘を見ることびでをます。 

• 本機のスピーカーからテレビの宣声を出力するには、 

一本機の光 TV 入力端子とテレビの音声出力端子をつないでください。 

ーテレビの音声を切るか、消音してください。 


巧のページへつづ< 
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DVD プレーヤー（レコーダー）をつなぐ 


次の図のように本機と DVD プレーヤー（レコーダー）をつないでくださし、。 

ちょっと一言 

• 本機の割り当て可能同軸 SAT 入力端子を使って、デジタル宣声入力を他のフアンクシヨンに割り当てること 
びでをます。詳しくは「デジタル音声入力を割り当てる」ヴ日ページ）をご覧ください。 



〇光デジタルコード（別売） ピ^:信号の流れ 

包同軸デジタルコード（別売） 

©コンポーネントビデオコード（別売） 
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85 骑笃夕を為驅 V (別売) 


巧のページへつづく 


次の図のよラに本機と衛星放送チューナーをつないでください。 

お使いの衛星放送チューナーに光デジタル出力端テがないとさは、本機の同軸 SAT 入力端子に 
つないで < ださい。 



衛星放送チューナーをつなぐ 


游論.；：揣 a 
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圆圆國國國 


0 / 


:信号の流れ 


64 も = 



r=i 

◎ 

◎ 


〇アナ□グ音声コード（別売) 
包映像コード（別売） 


次の図のように本機とビデオデッキをつないでください。 


ビデオデッキ 


音声^ 映像信号 



ビデオデッキをつなぐ 
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準備 4 :アンテナをつなぐ 


アンテナは AM 放送を受信しやすい形状、長さになっています。はずしたり、丸めたりしないで 
<ださし、。 

1 ループ （™) になつている部分のみをプラスチックスタンドから 
はずず。 

2 組み立てる。 

台を起こし、溝に差しこみます。 



AM アンテナ端子にアンテナコードをつなぐ。 

コードはどちらの端子にもつなぐことができます。 



ごま意 

• 雑冒の原因になるため、 AM ループアンテナは本機や他の AV 機器の近くに置かないでください。 

ちょっと一言 

• AM 放をの受信状態び良くないとさは、付属の AM ループアンテナの向さや位置を受信状態の良い方向 
や位置へ変えてください。 



AM ループアンテナをごなぐには 


4 アンテナコードを軽く引いてみて、しっかりつなびれたことを確認ず 
る。 


巧のページへつづ< 


游諭.；：揣 a 
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FM ワイヤーアンテナをつなぐには_ 

FM ワイヤーアンテナを FM 7日0同軸アンテナ端テにつなざます。 



ごま意 

• FM ワイヤーアンテナをつないだ後は、受信状態の良い向きを探してください。 

• FM ワイヤーアンテナを壁にはるとさは、受信状態の良い壁面を探してください。 
• FM ワイヤーアンテナは束ねたまま使わないでください。 

• FM ワイヤーアンテナは奥まで確実に差し込んでくださレ。 


ちょっと一言 

• FM 放送の受信状態び良くないとさは、市販の 75 D 同軸ケーブルを使って、本機と屋外アンテナをつなぎま 
す。 
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準備 5: 電源コード 
をごなぐ 


すべてのスピーカーをつないでから （18 
ページ)、サブウーファーの電源コードを壁 
のコンセントにつないでください。 


サブウーファー後面 



ご注意 

• 電源コードをつないで約2日秒待ってから、 U モ 
コンの電源ポタンまたはサブウーファーの1/(!) 
(電源）ボタンを押して電源を入れてください。 

• 本機は、コンセントの近くでお使いください。ご 
使用中不具台び生じた時は、すぐにコンセントか 
ら電源コードを巧を、電源を遮断してくださレ。 


準備6 :自動でス 
ピーカーを設定する 

(自動音場お正機能） 

D.C.A.C. (Digital Cinema Auto 
Calibration (自動音場補正)）機能によっ 
て、自動的に ■U (下の項目を測定します。 

• 各 スピーカーと 本機の接続 
• スピーカーの レベル 
• スピーカーの 距離 
• 周波数特性* 

* サンプ U ング周波数び 96 kHz より高い信号を受 
信しているとをは、測定結果は反映されません。 

D.C.A.C. 機能によって、自動的に最適な音 
亩バランスを設定します。 

なお、手動でお好みの スピーカーの レベルと 
バランスを設定することちでをます。詳しく 
は、「各 スピーカーの レベルやバランスを調 
節する」 （61 ページ）をご覧ください。 


測定の準備をずる_ 

スピーカーを設置、接続してから、測定して 

ください （18 ページ)。 

測定の前に、下についてごを意ください。 

• ECM-AC2 端子は付属の測定用マイク専用 
です。他のマイクはつなびないでくださ 
し)。本機やマイクの故障の原因にな0ま 
す。 

• 測定中は大さな測定音び出ます。音量は調 
整でさません。お子様や隣近所への配慮を 
お願いします。 

• 測定音！;(がの音び入5ないよラに、静かな 
環境で測定してください。 

• スピーカーとマイクの間に障害物があると 
正しく測定でをません。測定開始前に測定 
ェリア（機器の設置ェリア）の外側に出て 
<ださい。 


巧のページへつづ< 
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測定用マイク（付属）を 
ECM - AC 2 端子につなぐ。 

マイクを設置ずる。 

マイクは実隙に視聴する位置に設置し 
ます。ちと同じ高さになるよラに、台 
や云脚を使って固定してください。 


ちょっと一言 

• スピーカーをマイクの方へ向けると、さらに正確 
な測定をすることびできます。 


ごま意 

• 消音機能を設定していてち、測定び始まると自動 
的に解除されます。 

ヴプウーファー底面 


測定ずる 



電源 


入カボタン 


アンプ 
メニュ ー 


消音 


1 電源ボタンを巧ず。 

本機の電源び乂〇ます。 

2 アンプメニューボタンを押ず。 

リモコンは、リモコン レシーバーの U 
モコン受光部（回）に向けて操作して 
<ださい。 



U モコンレシーバー 


感® @ 
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1 測定結果を確認ずる。 

測定び終わると終了音が鳴り、測定結 
果が表示されます。 


表示 

説明 

SAVE EXIT 

測定結果を保をして、設 
定を終了します。 


WRN CHECK 測定結果に関するミち意事 
項を表示します。詳しく 
は 、 rrWRN CHECK 」 
を選んだとさは」巧0 
ページ）をご覧くださ 
い。 


DIST INFO 

スピーカーの 距離につい 
て測定結果を表示しま 
す。 

LEVEL INFO 

スピーカーの レベルにつ 
いて測定結果を表おしま 
す。 

EXIT 

測定結果を保をせずに、 
設定を終了します。 


ごま意 

•「SAVE EXIT 」 表示状態で5日秒経過すると、保 
存操作をしな<てち、測定結果び自動的に保存さ 
れまず。 

2 个を繰り返し巧して項目を 
選び、©またはを押ず。前 
の頂目に戻るとさは、戻るボ 
タンまたは<■を押ず。 

3 測定結果を保巧ずる。 

手順2で 「SAVE EXIT 」 を選び、®を 
押します。 

測定結果び保をされます。 

エラーび出たとさは 

エラー原因の对策をして、再測定してくださ 
し、。 


巧のページへつづく 


3 个 M を繰り返し押して、表示 
窓で 「 A . CAL MENU 」 を選 
び、©または4を巧ず。 

4 个を繰り返し押して、 「 A . 
CAL START 」 を選び、©を 
押ず。 


カウントダウン後に測定が始まります。 
測定時間は約30砂です。測定び始まる 
と、似下の項目び表示されます。 




測定項目 

表示 

スピーカーの有無 

TONE 

スピーカーの増幅 率、 距 
離、周波数特性 

T . S . P . 

ヴブウーファーの増幅率、 
距離 

SUBWOOFER 


ごま意 

•「CHECK MIC 」 び表おされたとを、測定はでさ 
ません。測定用マイクをつなぎ、再度行なってく 
ださい。 

ちょっと一言 

• 測定び始まったら、測定の妨げにならないよラ、 
スピーカーや U スニングポジションから離れてく 
ださい。測定中はテスト信号びスピーカーから出 
力されます。 

• 正確な測定をするため、周囲の騒音びかない状態 
で測定してください。 

測定を中止ずるには 

測定中に下の操作をすると、測定び中止さ 

れます。 

一消音ボタンを押す。 

一 U モコンの入カボタンまたは本体の 
INPUT SELECTOR を押す。 

ーボ U ュームを変更する。 


測定結まを巧認 / f 呆巧する 
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エラーの 種類 

原因と巧策 

ERROR 32 

• 測定用マイクの入カレべ 
ルび過大です。 

• 測定用マイクまたは本機 
の故障が考えられます。 
お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□、お客様相談 
センターにお問い合わせく 
ださい。 

ERROR F 33 

フ□ントスピーカーび接続 
されていません。フ□ント 
スピーカーび正しくつなび 
れているか確認してくださ 
い。 

ERROR SR 33 

左かちどちらかのサラウン 
ドスピーカーび接続されて 
いません。サラウンドス 
ピーカーび正しくつなびれ 
ているか確認してくださ 
い。 

ERROR SW 33 

本磯の故障び考えられま 
す。 

お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□、お客様相談 
センターにお問い合わせく 
ださい。 

rWRN CHECK 」 を選んだときは 

測定結果にミち意事項びあった場合、詳しい情 

報を表术します。 


注意事項 

説明 

WARNING 40 

測定は完了しましたび、騒 
音のレベルび高いです。再 
測定を行ラと測定でをる場 
ををありますび、すべての 
環境で測定がでさるとは限 
りません。でさるだけ、周 
固の騒音び少ない状態で測 
定してくださし、。 

WARNING 41 
WARNING 42 

測定用マイクからの入力び 
過大です。スピーカーと測 
定用マイクの距離び近すざ 
ることび考えられます。マ 
イクとスピーカーの距離を 
離してから再測をしてくだ 
さい。 


注意事項 

説明 

WARNING 43 

サブウーファーの距離•位 
置び測定でさませんでし 
た。ノイズび原因となって 
いる場合びあります。周囲 
が静かな状態で再測定して 
ください。 

N 0 WARNING 

注意事項の情報はありませ 
Aj 。 


rOIST INFO 」 または 「LEVEL 
INFO 」 を選んだときは 

スピーカーの 距離または スピーカーの レベル 
を確認でさます。 

ご注意 

• 本機にスピーカーびつなびれていないと測定され 
た場合は、スピーカーの測定結果が出ないことび 
あ0ます。 

測定び終わった S 

測定用マイクを抜いて<ださい。 

ご注意 

• スピーカーの設置位置を変更したときは、測定を 
やり直してください。 
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測定結まを消去する_ 

保をした測定結果を消去することびでさま 


1 アンプメニューボタンを巧ず。 


2 个を繰り返し巧して、表示 
窓で 「 A . CAL MENU 」 を選 
び、©またはを巧ず。 

3 个 M を繰り返し押して 「 A . 
CAL CLEAR 」 を選び、贷ま 
たはを巧ず。 


4 个 /* を押して 「 YES 」 を還び、 
任)を巧ず。 

保をした測定結果び消まされます。 

スピーカーの距離とスピーカーのレべ 
ルは、初期値に戻ります。 


つないだ機器の音声 
出力を設定する 

つないだ機器の音靑出力設定によっては、2 
チヤンネルの音声フオーマットとしてのみ、 
音声び出力されることがあ0ます。この場 
合、マルチチヤンネルの音青フオーマット 
( PCM 、 DTS、Dolby Digital ) で音声を出 
力するよラに、つないだ機器を設定してくだ 
さい。音声出力の設定については、つないだ 
機器の取扱説明書をご覧ください。 
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ヴプウーファー底面 
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本機の映像コンノく一夕一により、アップコンバートされた映像信号び出力されます。 
入力信号と同じ種類の信号び出力されます。映像信号はアップコンパートされません。 
映像信号は出力されません。 


出力信号 

e 

ooe 


コンバートされた映像信号についてのご注意 

• ビデオデッキなどの映像信号は本機でアップコンバートされ、テレビに出力されます。映像信 
号の状態によっては、テレビの映像が横に乱れたり、何も映5ないことがあります。 

• HDMI の映像信号はコンポーネントビデオ信号にコンバートされません。 

• アップコンバートされた映像信号は HDMI TV 出力端モか5のみ出力されます。他の映像出力 
端子からは出力されません。 

• TBC (タイムベースコレクター）などの映像補正機能を持つビデオデッキの場を、映像び乱 
れたり、何も映らないことびあります。この場合、映像補正機能をオフ（切）にしてくださ 
し、。 


映像信号をアップコンパートする 

本磯は映像信号をアップコンバートすることびでさます。 

ビデオ信号とコンポーネントビデオ信号は HDMI ビデオ信号として処理されます。アップコン 
バートされた映像信号は HDMI TV 出力端子か5のみ出力されます。詳しくは次の図をご覧くだ 
さい。 

映像入力/出力のコンバート図 

〇 入力信号 〇 〇 



0C 肝で 



r=~i 

◎ 

◎ 


出力端子 

入力端子 

HDMI 

TV 出力 

コンポーネントビデオ 
(モニター出力） 

HDMI 入力〇 

〇 

X 

ビデオ入力© 

© 

X 

コンポーネント 
ビデオ（入力）© 

◎ 

〇 



◎ 〇 X 
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ヴプウーファー底面 


@ 

感ご 



國國國國國 
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；信号の流れ 


デジタルメディアポートアダプター 


ごま意 

• 本機の電源び入っているとをは、デジタルメディアポートアダプターを抜き差ししないでください。 

• デジタル六ディアポートアダプターを差し込むとさは、コネクターとデジタル六ディアポート端子 

CDMPORT 端子）の矢印び向かい含っていることを確認してください。デジタル;><ディアポートアダプター 
を取りがすとをは、©を押しなびらコネクターを抜いてください。 



その他の機器をつなぐ 

デジタルメディアポートアダプターをつなぐ 

デジタルメディアポート端子 （ DMPORT 端子）につないだ機器の音声を本機で楽しむことがで 
さます。 




^骨忌言 


も 



7 

>fLI 

0 

圖 

口— 

@ 

■。税 

^ ◎ ◎ 巧 

〇 

图 1 

だ ■ 
© 


量 
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再を 


る部の名前と働を 

詳しい説明は （） 内のページをご覧ください。 



田 POWER/ACTIVE STANDBY ランプ 

緑：電源び入っているとを。 

オレンジ：電源び切れており、 HDMI 機器制御機能びオン（入）のとを。 
消な：電源が切れており、 HDMI 機器制御機能びオフ（切）のとを。 

回 1/(1) (電源）ボタン 

本機の電源を入/切します。 

回 INPUT SELECTOR (入力切換）ボタン 

再生する入カソースを選びます。 

团 PRESET — / + ボタン 

登録したラジオの放送局の中か5、聞をたい放送局を選びます。 

固 VOLUME 宿量） -/+ ボタン 

本機の音量を調節します。 

固表お窓 

本機の状態を表示します。 
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表示窓に点なする項目と働を 




助 


丘]入力した音声信号にあわせて点〇しまず。 

回 AAC (63) 

AAC 受信時に点なします。 

图 SLEEP (68) 

ス IJ ープタイマーを設定したとさに点滅します。 

团 N に HT (43) 

ナイトモードのとをに点打します。 

固 COAX/OPT 

同軸 ( COAX ) 入力または光 （ OPT ) 人力の5ち 、現な使われている音声入力び点なしま 
す。 


固 TUNED (50) 

ラジオ受信中に点打します。 

团 ST/MONO (51) 

ラジオを受信したとさ、ステレオまたはモノラルのラち、現な使われている音声入力び点な 
します。 


画本機のが態を表示しまず。 

ラジオの周波数やサウンドフィールドなどを表示します。 


图 HDMI (19 、 72) 

HDMI 対応機器を使っているとさに点なします。 


巧のぺージへつづ< 
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u モコン 


田電源ボタン 

本機の電源を入/切します。 


付属の U モコンを使って、本機の操作びでき 
ます。また、つないだ機器の操作については 
日4ページをご覧ください。 

ご注意 

• リモコンは、 U モコンレシーバーの U モコン受光 
部（回）に向けてお使い<ださい。 



* 数字ボタンの5、およびボタン、音量+ボタ 
ンには、凸点（突起）び付いています。操作の目 
印として、お使いください。 


省電カモード（スタンバイモード）にず 
るには 

U モコンの電源ボタンまたは本機の1/の 
(電源）ボタンを巧す。 

省電カモードにするとさは、 「 CTRL : 
HDMU が 「CTRL OFF 」 に設定されて 
いることを確認してください （45 ペー 
ジ)。 

省電カモードを解除するには、ちラー度 
リモコンの電源ボタンまたは本機の1/の 
(電源）ボタンを巧す。 

图入カボタン 

使用する機器を選びます。 

工場出荷時は、ソこ一製機器の操作びで 
をるよう設定されています。お使いの機 
器に合わせて設定を変更することがでさ 
ます。詳しくは「お使いの機器にをわせ 
て本機をリモコンに登録する」 （57 ペー 
ジ）をご覧< ださい。 

固音質調整ボタン 

音青の低域、中域、高域を調整します 
(42 ぺージ)。 

面ナイトモードボタン 

ナイトモードのオン（入）/オフ（切） 

を切0撰えます （43 ページ)。 

固アンプメニューボタン 

本機のメこューを表示します（己8ペー 
ジ)。 

固消音ボタン 

消音します。 

囚音量 +/- 

音量を調節します。 

圓 卜、个、み、 、卜今-) 

卜、个、み、 を巧して設定を選び、©で 
決定します。 

回サウンドフィールドボタン 

お好みのヴウンドフイールドを選びます 
(40 ぺージ）。 
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テレビの音声を聞 < 



電源 


音量 +/- 


1 テレビの電源を入れて、雷組 
を選ぶ。 

詳しくはテレビの取扱調書をご覧く H 
ださい。 助 

, = W 

2本機の電源を入れる。 


3 リモコンの TV (白）ボタンを 
巧ず。 

4音量 +/- ボタンで音量を調 
節ずる。 


ちょっと一言 

. ソニー製テレビをつないでいる場を 、 TV (白） 
ボタンを押すだけで、自動的にテレビの宣声入力 
を切り換え、テレビの映儘を表おします。設定を 
変えるとさは、「お使いの機器にをわせて本機を 
U モコンに登録する」（日7ページ）をご覧<ださ 
い。 

• テレビのスピーカーからち冒び出ていることびあ 
ります。この場合は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 
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つないだ機器の音声 
を聞< 


サウンド 
フイー J レド 



電源 


音量 +/- 


衛星放をチューナーの音声を楽し 
む 


1 テレビの電源を入れる。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽く 
ださい。 

2 衛星放送チューナーと本機の 
電源を入れる。 

3リモコンの SAT ボタンを押 
ず。 

4テレビの入力を切り換える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

5音量 +/- ボタンで音量を調 
節ずる。 


ちょっと一言 

• テレビのスピーカーからを音び出ていることがあ 
ります。この場合は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 


ブルーレイディスク /DVD/ 
"プレイステーシヨン 3" を楽しむ 


1 テレビの電源を入れる。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 


2ブルーレイディスク / DVD プ 
レーヤー（レコーダー）、また 
は"プレイステーション 3" 

と本機の電源を入れる。 
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リモコンの BD または DVD ボ 
タンを押ず。 





















4 テレビの入力を切り換える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

5ディスクを再生ずる。 


ちょっと一言 

• Dolby True HD、Dolby Digital Plus 、 

DTS - HD に対応した接続機器で、これらの音源 
を再生しても、本機は Dolby Digital または DTS 
として巧応します。 HDMI ケープルでつないでい 
る場合、これらの高品質サウンドフォーマットを 
聞くとき、可能であれば接続機器の出力設定をマ 
ルチチヤンネル PCM にしてください。 


ビデオを楽しむ 


デジタルメディアポート端モ 
(DMPORT 端テ）につないだ機 
おを楽しむ 

1 リモコンの DMPORT ボタン 
を巧ず。 

2 つないだ機器を再生ずる。 


ちよつと一己 

. 本機につないだ携帯巧 S ユージックプレーヤー 
で、 MP 3 音声トラックや、その他の圧縮された 
音声ファイルを聞くと、宣を増強することびでさ 
ます。サウンドフィールドボタンを繰り返し押し 
て、 「 P . AUDIO 」 を表示窓に表おさせてくださ 
し)。 



1 テレビの電源を入れる。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

2 ビデオデッキと本機の電源を 
入れる。 

3リモコンの VIDEO ボタンを巧 

ず。 

4テレビの入力を切り換える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 


5ビデオを再生ずる。 
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サラウンド機能 


サラウンド効果を楽 
しむ 


サウンドフイールドを選ぶ 


本機ではマルチチヤンネルサラウンド効果を 
楽しむことびでさます。お好みのサウンド 
フイールドを選んでください。 


サウンド 
フィールド’ 


SYSTEM STAHDBV 


0 0 0 0 

のン R ィ-ルド VIDEO TUNERBAND DMPORT 

fL 曾®® 

つかニユ - メニユ - HDD DISC 

兵 □ ブ心-'テジタ I ピ BS - 〔 CS) 

fliS 

の°の°の CD 

tSIB 

>の°の°の CD 

ナイトモ-ド 

'の°の°の CD 


°rnD°CTn°n^ < 

/〇 /クリア 旭 

ォ品ン。題 



°戻る 

離に … - U 瑞乳: 

し W t ■ 一 ) い - ») (^J 

をの© 

6 © © 


ヴウンドフイールドでサラウンド 
効果を楽しむ 


ヴウンドフィールドボタンを巧ず。 

表示窓に現在のヴウンドフィールドび表おさ 
れます。 

サウンドフィールドボタンを押すたびに、ヴ 
ウンドフィールドの表示は次のよラに切〇替 
ね0ます。 

A . F . D . STD 一 A . F . D . MULTI 一 PLII 
MOVIE 一 PLII MUSIC 一 SPORTS 一 
NEWS 一 P . AUDIO 一 OMNI - D 旧一 
A . F . D . STD 一... 

ヴウンドフィールドボタンを繰り返し押し 
て、お好みのサウンドフィールドを表示させ 
ます。 


表示窓の表示ェ U ア 



サウンドフィールドの種類 

サウンドフィールド 

サウンドフイール 
ド表窓の表の 

AUTO FORMAT 
DIRECT STANDARD 

A . F . D . STD 

AU 干 0 FORMAT 

DIRECT MULTI 

A . F . D . MULTI 

Dolby Pro Logic II 
MOVIE 

PLII MOVIE 

Dolby Pro Logic II 
MUSIC 

PLII MUSIC 

SPORTS 

SPORTS 

NEWS 

NEWS 

PORTABLE AUDIO 
ENHANCER 

P . AUDIO 

OMNI-DIRECTIONAL 

SOUND 

OMNI-DIR 
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入力をれた音声をそのまま再生ず 
る 

■ AUTO FORMAT DIRECT 
STANDARD 

(才ートフォーマツトタイレクトスタ 
ンダード） 

オートデコーディング機能は、入力された音 
亩信号の種類を自動的に識別し（ドルビーデ 
ジタル、 DTS 、 標準的な2チヤンネルステレ 
才など)、必要に応じて適切なデコード処理 
を行います。このモードは何わ音場効果（残 
響音など）を加えずに、録音された、または 
エンコードされたままの音を再現します。 
また、低周波数の音靑信号（ドルビーデジタ 
ル LFE など）びない場合は、低周波数の音靑 
信号がサブウーファーへの出力用につく5れ 
ます。 


複数のスピーカーか6音声を出力 
ずる 

■ AUTO FORMAT DIRECT MULTI 

(才ートフォーマツトタイレクトマル 
チ） 

ディスクの種類に関わらず、複数のスピー 
カーか5音声を出力します。 

ごま意 

• ソースによっては、 複数の スピーカーから 音び 出 
ない場をがあります。 

• 再生するディスクによっては、最適な効果を自動 
的に選択するため、音声の始まりび途切れる場含 
びあります。音声を途切れないよラにするには、 
FA . F . D . STDJ を選んでください。 


CD などの2チヤンネルソースを 
5.1 チヤンネルで出力ずる 

■ Dolby Pro Loaic II MOVIE/ 
MUSIC 

(ドルビープ □□ジ ツク II ムービー/ 
5ユージ ツク） 

サラウンド効果を再現するために2チヤンネ 
ルの音靑信号を、ドルビープ□□ジック II 処 
巧をして日チヤンネルに振0分けます。ドル 


ビープ □□ジック II は、ドル ビープ □□ジッ 
クよ〇さらに空間的ににびりを持ったヴラウ 
ンド効果を、特別なサウンドを加えずに実現 
したわのです。 

ごま意 

• マルチチヤンネルのソースを入力しているとき 
は 、 Dolby Pro Logic II MOVIE / MUS にはキヤ 
ンセルされ、マルチチヤンネルの音声信号はその 
まま出力されます。 


ソースに合わせてサラウンドを楽 
しむ 

■ SPORTS 

(スポーツ） 

解説び聞を取0やすく、歓靑などびサラウン 
ドで聞こえ、臨場感び楽しめます。 

■ NEWS 

(ニュース） 

解説者の声び聞を取0やすいク U アな音声で 
す。 

■ PORTABLE AUDIO ENHANCER 
(ポータブ J レオーディオエン A ン 

ヴ ー） 

携帯用 S ユージックプレーヤーで再生される 
MP 3 などの圧縮されたソースに適していま 
す。 

ごま意 

•「 P . AUDIO 」 にマルチチヤンネルのリニア PCM 
の効果は得られません。 

■ OMNI-DIRECTIONAL SOUND 

(オムニディレクシヨナルサウンド） 

ヴテライトスピーカーに囲まれた空間の中は 
どこでち、どこを向いてち、ステレオ効果を 
体感することびでさます。パーティなどの 
巨 GM に適しています。 

サラウンド効果を消ずには 

サウンドフィールドボタンを繰0返し押し 
て、表示窓に 「 A . F . D . STD 」 を表示させる。 


次のページへつづ< 
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■ 3ミマ i 






ちょっと一言 

• 電源コードを扳いてを、本機は各ファンクシヨン 
で最後に選んだサウンドフィールドを記憶しま 
す。 DVD ファンクシヨンやチューナーファンク 
シヨンなどを選ぶと、最後に選んだサウンド 
フィールドび再び自動的に適応されます。例え 
ば、 DVD の音声を Dolby Pro Logic II MOVIE 
のサウンドフィールドで聞いていた場を、他の 
ファンクシヨンを選んでから DVD に戻ると再び 
Dolby Pro Loaic II MOVIE び適応されます。 

•「 CTRL : HDMU を 「 ON 」 に設定した状態で、 
アンプメニューの 「 SOUND . FIELD 」 の設定を 
「 AUTO 」 に設定すると、テレビ番組のジャンル 
に合ったサウンドフィールドに、自動的に切り曽 
わります （47 ページ)。 


音質を調壁ずる 

音青の低域、中域、高域のレベルを簡単に調 
整することがでさます。 



音質調整 


1 音質調整ボタンを繰り返し押 
して、表示窓に 「 BASS 」、 
「 MIDDLE 」 または 
「 TREBLE 」 を表示さはる。 

• 目 ASS : 音声の低域を調整します。 
(-6.0 〜+目.0まで、 0.5 d 目ずつ調 
整可能） 

• MIDDLE : 音声の中域を調整します。 
(-6.0 〜+目.0まで、 0.5 d 目ずつ調 
整可能） 

• TREBLE : 音声の高域を調整します。 
(-6.0 〜+目.0まで、 0.5 d 目ずつ調 
整可能） 

2 个 /* で調整ずる。 

調整した値は表示窓に表示されます。 
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3 ©を押ず。 _かさな音量で聞く 

(ナイトモ_ド） 

夜遅くに映画を見るとさでち、劇場のよラな 
音響効果や台詞を明瞭に聞さ取れるよラにし 
ます。 



ナイトモードボタンを巧ず。 

「 MGHT 」 び表示窓に点灯し、サウンド効果 
び適応されます。 


ナイトモードを解除ずるには 

ナイトモードボタンをちラー度巧す。 


■ 3ミス i 
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ブラビア u ンク機能 


ブラビア U ンク機能 
とは？ 

HDMI 機器制御機能（ブラビアリンク）に対 
応しているソニー製品を HDMI ケーブル（別 
売）でつなぐと、下記のよラに操作を簡単に 
行ラことびでをます。 

• ワンタッチプレイ：プルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー（レコーダー）などの機器を 
再生すると、本磯とテレビの電源び自動的に 
入り、 HDMI 入力に切り曽わります。 

• システムオーディオコント□ール：テレビの 
視聴中、音声の出力をテレビのスピーカーで 
行うか、本機のスピーカーで行ラかを選ぶこ 
とびでさます。 

• 電源オフ連動：テレビの電源を切ると、本機 
とつないだ機器の電源を同時に切ることがで 
さます。 

• オートジャンルセレクター：デジタル放送の 
番組情報作 PG 情報）を取得して、番組の 
ジャンルに応じたヴウンドフィールドに自動 
的に切り誓わります。 

プラビアリンクは、 HDMI 機器制御を搭載し 
たソこ 一の テレビや ブルー レイディスク/ 
DVD プレーヤー、 AV アンプなどに対応して 
います。 

HDMI 機器制御は、 CEC (Consumer 
Electronics Control ) で使用されている、 
HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) のための相互制御機能の規格で 
す。 


本機には、プラビアリンクに対応した機器を 
接続することをおすすめします。 

ご注意 

• つないだ機器によっては、 HDMI 機器制御機能び 
作動しないことびあります。お使いの機器の取扱 
説明書をご覧ください。 


次の場合、 HDMI 機器制御機能は作動し 
ません。 

• 本機を HDMI 機器制御機能（プラビアリンク） 
に対応していない機器につないだとき。 

• 本機と各機器を HDMI でつないでいないとき。 
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3 再生機器の映像びテレビに映 
るよラに、テレビの HDMI 入 
力と本機の入力 （ BD、DVD 
または SAT ) を切り換える。 


4 テレビの H DM I 機器制御機能 
をオン（入）に設定ずる。 

本機と再生機器側の HDM I 機器制御機 
能び同時にオン（入）に設定されます。 
設定中は 「 SCANNING 」 び表示窓に 
表示され、設定が完了すると、表示窓 
に 「 COMPLETE 」 び表示されます。 


「 SCANNING 」、「 COMPLETE 」 び表 
示されないとをは 

本機と再生機器の HDMI 機器制御を個別に才 
ン（入）に設定してください。 


1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个を繰0返し}甲して 、 「SET 
HDMIJ を選び、贷または 
を巧ず。 


3 个を繰り返し巧して、 
「CTRL : HDMIJ を選び、 
居)またはを巧ず。 

4 个を押して 、 「CTRL ON 」 
を選び、©またはを押ず。 


次のページへつづ< 
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ブラビアリンクの準 
偏をする 

ブラピアリンクを使ラには、本機とつないだ 
機器の HDMI 機器制御機能をオン（入）に設 
定して下さい。 HDMI 機器制御機能に対応し 
ているソこ一製テレビをお使いの場合、テレ 
ビの HDMI 機器制御機能の設定を行ラと、本 
機やつないだ機器の HDM I 機器制御機能ち連 
動して設定されます。 



電源 


入カボタン 


アンプ 
メニユ- 


1 本機とテレビ、再生機器び 
HDMI ケーブル（別売）でつ 
ながれていることを確認ずる。 
馆機器は HDMI 機器制御機 
能に対応している必要びあり 
まず。） 

2 本機とテレビ、再生機器の電 
源を入れる。 




























5 アンプメニューボタンを巧ず。 

アンプニューを終了します 。 HDMI 
機器制御機能びオン（入）になります。 

6 再生機器の HDMI 機器制御機 
能をオン（入）にずる。 

再生機器の設定については、お使いの 
機器の取扱説明書をご覧ください。 

7 HDMI 機器制御機能を使いた 
い再生機器の入力 （ BD 、 

DVD または SAT ) を本機で 
選び、手順6を繰り返ず。 

本機に再生機器を追加する、またはつな 
ぞ直ずとさは 

「ブラビア U ンクの準備をする」や 
「「 SCANNING 」、「 COMPLETE 」 び表示さ 
れないとさは」の手順をちラー度行ってくだ 
さレ。 

ごま意 

. 本機の HDMI 機器制御機能の設定中は、システム 
オーディオコント□ール機能は作動しません。 

• テレビの 「 HDMI 機器制御機制によって、再生 
機器の HDMI 機器制御機能を同時に設定でさない 
場含は、再生機器のメニューから HDMI 機器制御 
機能を設定してください。 

• テレビや再生機器の設定については、お使いの機 
器の取扱説明書をご覧ください。 


ブ J レーレイディスク 
や DVD を楽しむ 

(ワンタッチプレイ） 


つないだ機器を再生ずる。 

本機とテレビの電源び自動的に入り 、 HDMI 
入力に切0替わ0ます。 

ごま意 

• テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力 
されないことびあ D ます。 

ちょっと一言 

• 本機の電源を切ってち、本機につながれたプルー 
レイディスク / DVD プレーヤー（レコーダー） 

を楽しむことびできます。このときは 、 POWER 
/ACTIVE STANDBY ランプびオレンジに点灯し 
ます。 


ちょっと一言 

• お買い上げ時の本機の HDMI 機器制御機能は、才 
フ（切）に設定されています。 
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テレビの音声を本機 
の スピーカー で楽し 
む 

(システムオーデイオコント□—ル） 

簡単な操作で、テレビの音声を本磯のスピー 
カーから楽しむことびでをます。詳し<はお 
使いのテレビの取扱説明書をご覧<ださい。 


電源 

入カボタン 


ちよつと一言 

• テレビの U モコンを使って、本機の音量を調節し 
たり、消音することびでをます。 


デジタルな送のジャンルに応じ 
て、サラウンド効まを自動的に切 
D 換える【才ートジャンル七レク 
夕一) 

視聴中のデジタル放さの番組情報 （ EPG 情 
報）を取得して、番組のジャンルに応じたサ 
ウンドフィールドに自動的に切0換えること 
びできます（オートジャンルセレクター対応 
のテレビをお使いの場合のみ)。 


1 アンプメニユーボタンを押ず。 


© 


本機の電源を入れる。 

本機のスピーカーから音声び出ます。本機の 
電源を切ると、テレビのスピーカーか5音靑 
び出ます。 


4 个 /* を押して、設定を還ぶ。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビ番 
組に応じてヴウンドフィールドび自 
動的に切0誓わ0ます。 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールドボ 
タンで選んだヴウンドフィールドで、 
音靑を出力します。 

5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 


ごま意 

• 本機の電源を入れる前にテレビの電源び入ってい 
る場合、テレビの音声びしばらく途切れることび 
あります。 


番組情報対応表 


番組情報 
(EPG 情報） 


オートジャンルセレク 
ターで 切り曾ねるサウ 
ンドフィールド 


1ース/報道 


NEWS 


巧のページへつづ< 




アンプ 
メ ニユ- 


个を繰り返し押して、 
rSOUND.FIELDJ を還び、 
佳 ) またはを巧ず。 


2 个を繰 D 返し } 甲して 、 「SET 
HDMIJ を選び、贷または 
を押ず。 


シア，-副巧ふ獨巧 

〇 © 

SfST 田 STANDBY 


TV BD DVD SAT 

0 0 0 0 

で； / ドて - W VIDEO TUNE 品 AND DMPOHl 


卜， 


を）©© 

HDD DISC 

ロ ロ 

BS CS 

拍 s 

。の。の CD 
。風。 CE ) CD 

パ トモ-ド 

。の。の口 

アンフにュ ー 

°(32) °(3 D °(3 D 

/〇 /クリア /m 

。1^ ォ-フシ皆ン。硝 

〇 



^5織:; 
Gti ) 广一) 姆 

る—の© 

6 © 0 
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番組情報 
(EPG 情報） 

オートジャンルセレク 
ターで切り曾わるサウ 
ンドフイールド 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

A . F . D . STD 

ドラマ 

A . F . D . STD 

音楽 

PLII MUSIC 

バラ エティ 

A . F . D . STD 

映画 

PLII MOVIE 

アニメ/特撮 

A . F . D . STD 

ドキュメンタリー 

A . F . D . STD 

劇場/公演 

PLII MUSIC 

趣味/教育 

NEWS 

福祉 

NEWS 

その他 

A . F . D . STD 

スポーツ ( CS ) 

SPORTS 

洋画にぶ 

PLII MOVIE 

邦画にぶ 

PLII MOVIE 

情報なし 

前回のサウンドフイール 
ドび保持されます。 


ごま意 

• 番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンドフィー 
ルドび切り替わるとき、音び途切れることびあり 
ます。 

• オートジャンルセレクターは、 HDMI 機器制御機 
能びオン（入）のとをのみ作動します。 


音量制限機能を使ラ_ 

システムオーディオコント□ールび作動中 
に、音声出力びテレビのスピーカーか 5 本機 
のスピーカーに自動的に切り誓わると、本機 
の音量レベルによっては大さな音び出ること 
びあります。このよラなことを防ぐために、 
切り換えたとさの本機の最大音量レべ j レを制 
限することびでさます。 

1 アンプメニューボタンを巧ず。 

2个を繰0返し}甲して 、 「SET 
HDMIJ を選び、任)または 
を押ず。 

3个を繰0返し}甲して 、 「VOL 
LIMIT 」 を選び、©または 
を押ず。 

4个を押して、最大音量レべ 
ルを設定ずる。 

最大音量レベルは次のよラに変わ0ま 
す。 

MAX 一 49 一 48一 
...... 一之一1 一 min 

5アンプメニューボタンを巧ず。 

アンプメニューを終了します。 

ごま意 

• 宣量制限機能は、 HDMI 機器制御機能びオン 
(入）のとをのみ作動します。 

• 宣量制限機能は、音声出力び本機のスピーカーか 
らテレビのスピーカーに切り替わるとをは作動し 
ません。 

ちょっと一言 

• 最大音量レベルは、通常お聞をの音量よりみしル 
さ<することをおすすめします。 

• 設定した最大宣量レベルにかかわらず、本機と本 
磯の U モコンで宣量を調節でをます。 

• 最大音量レベルを制限しない場をは、音量制限を 
「 MAX 」 に設定してください。 
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リモコンの入カボタンを使う_ 

HDMI 機器制御機能びオン（入）のとき、入 

カボタン （TV (白）、巨 D 、 DVD 、 SAT 、 

VIDEO 、 DMPORT ) は次のように作動しま 

す。 

• 臣 D 、 DVD 、 SAT 、 VIDEO 、 DMPORT ボタ 
ン：押すだけで、テレビ入力を自動的に切り 
替わり、選んだ再生機器の映像をテレビで見 
ることびでをます。 

• TV (白）ボタン：巧すだけで、テレビ入力び 
自動的に切り替わります。ソニー製のテレビ 
をつないでいる場合、簡単にテレビを見るこ 
とびでさます。 

ちょっと一言 

• 入カボタンを押して、つないだソニー機器を操作 
することびでをます。詳しくは「つないだ機器を 
U モコンで操作する」 （54 ページ）をご覽くださ 
し、。 


テレビと本機、再生 
機器の電源を切る 

(電源オフ連動） 

テレビの U モコンでテレビの電源を切ると、 
本機とつないだ再生機器の電源わ自動的に切 
ることびでさます。また、本機のリモコンで 
テレビの電源を切ったときわ、本機とつない 
だ再生機器の電源を自動的に切ることびでを 
ます。 



TV (オレンジ）ボタンを巧しなが 
5、 AV 電源ボタンを巧ず。 

テレビと本機、再生機器の電源び切れます。 


ごま意 

• 状態によっては、つないだ機器の電源を切れない 
場をびあります。詳しくは各機器の取扳説明書を 
ご覧くださし、。 
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ラジオ 


放送局を登録ずる 

(プリセット） 

FM 局を20局と AM 局を10局登録でさます。 
受信を始める前に、音量を最ルにしてくださ 
い。 


3 メニユーボタンを巧ず。 

4个 /* で表示窓の 「 Memory ?」 
を選ぶ。 

5 ©を巧ず。 

プ U セツト番号が表示窓に表示されま 
す。 


© 


シァタ-編 S ; 《醒哭 
〇 © 

SYSTEM ST 化册 

TV BD DVD SAT 

© © © © 

7 ウンドつ <-1 け VIDEO TUNER/BAND DMPORT 

CL 公を® 


わか二 2 -イニユ- HDD DISC 

BS CS 

D ① D の ° の CD 

IMS 

° の °(33°(33 CD 

ナイトモード 

6 の 0 の ° の CD 

7 ンブだ 3- 

°cTO°(Tn°n^ ◎ 
° i ^ 探ョン。ぉ宜 

9^^ 〇 

鐵 i 


骗ミに 骗瓣 

知) 知.) r-»j ( w ^ 

をの獲 


6 © 0 



TUNER / 

BAND 


メニュ ー 

選局一/+ 


1 TUNER / BAND ボタンを押 

ず。 

TUNER / BAND ボタンを押すたびに、 
「 FM 」 と 「 AM 」 び切り誓わります。 

2 選局 +/- ボタンを巧し続け、 
自動還局が始まった5離ず。 

周波数表示び変わっていさ、放送局を 
受信すると、選局び自動的に止まりま 
す。表示窓に 「 TUNED」、rSTJ (ステ 
レオプ□グラムのとさ）び点灯します。 



ちよつと一吕 

• 数字ポタンを押して、プ U セット番号を選 
ぶことちでをます。 


7 ©を巧ず。 

放送局び登録されます。 



8 メニューボタンを巧ず。 

9手順2~8を繰り返して、他の 
放送局を登録ずる。 

プリセツ ト 番号を変えるには 

手順3か！5操作をする。 
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3 音量を調節ずる。 

ラジオを消ずには 

リモコンの電源ボタンまたは本機の1/の （ 電 
源）ボタンを巧す。または他の入カフアンク 
シヨンに切0換える。 

登録していない放送局を聞くには 

手順2で手動または自動で受信します。 

手動受信は、リモコンの選局+または一を繰 
り返し巧します。 

自動受信は、 U モコンの選局+または一を押 
し続けます。自動受信は放送局を受信すると 
自動的に停止します。自動受信を止めるとを 
は選局+または一を巧してください。 

FM 放送の受信状態が良くないときには 

FM 放送の受信状態び良くないとさは、モノ 
ラル受信を選びます。ステレオ受信ではあり 
ませんび、聞さやす<な0ます。 

1 メニューボタンを押ず。 

2 个で表示窓の 「FM 

Mode ?」 を還び、©または4 
を押ず。 


3 个 /* で 「 MONO 」 を選ぶ。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 

• STEREO :ステレオ受信にします。 

• MONO :モノラル受信にします。 


4任) を押ず。 


5 メニューボタンを押ず。 


ちよつと一言 

• 受1言状態を良<するには、付属のアンテナの向を 
や位置を変えてみてください。 


巧のページへつづく 


ラジオを聞< 

先に「放送局を登録する」（日〇ページ）で放 
送局を登録してください。 



TUNER/ 

-BAND 


-メニュ- 


•選局一/+ 


TU NER / BAND ボタンを押 
ず。 

最後に受信した放送局が受信されます。 
TUNER / BAND ボタンを押すたびに、 
「 FM 」 と 「 AM 」 が切り誓わります。 


プリセット+ /— ポタンを繰り 
返し巧して、登録した放送局 
の中か5聞さたい放送局を選 
ぶ。 

ボタンを押すごとに登録した放送局を1 
局ずつ探していさます。 

ちょっと一言 

• 数字ポタンを押して、登録した放送局の蚕 
号を選ぶことをできます。 


■ d ミ 
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登録した放送局に名前をつける 

登録した放送局に名前をつけることびでさま 
す。これらの名前 （ rxYz 」 など）は、放送 
局び選ばれたとさに表示窓に表示されます。 
登録した放送局には、それぞれひとつの名前 
しか登録でさません。 

文字は10文字まで入力でをます。 

1 TUNER / BAND ボタンを押 

ず。 

最後に受信した放送局が受信されます。 
TUNER / 目 AND ボタンを押すたびに、 
「 FM 」 と 「 AM 」 び切り誓わります。 

2 プリセット +/- ボタンを繰り 
返し巧して、名前をつけたい 
放送局を選ぶ。 

3 メニューボタンを押ず。 

4 个で表示窓の 「Name In ?」 
を還ぶ。 


7包) を巧ず。 

表示窓に 「 Complete !」 び表おされ、 
放送局の名前び登録されます。 



8 メニューボタンを押ず。 


ちょっと一 言 

• 画面表示ポタンを繰り返し押すと、表示窓で周波 
数を確認することびできますほ3ページ)。 



5任) を巧ず。 

6 <■/ 个 /*/•> で名前をつける。 

个で文字を選び、今を押してカーソ 
ルを次へ動かします。文字、数字、記 
号を入力することびでをます。 

間違えて入力したときは 

変更したい文字が点滅するまで、繰り 
返しを押し、个/>^で正しい文字を 
選ぶ。 

文字を消すには、を繰り返し押し 
て消したい文字を点滅させ、ク U アボ 
タンを押す。 
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表示窓で放送局の名前や周液数を 
見る 

本機の入カフアンクシヨンび 「FM」 または 
「AM」 のとさ、表示窓に周波数を表示させる 
ことがでさます。 


画面表示ボタンを巧ず。 

画面表示ボタンを押すたびに、表示窓は次の 
ように切0誓わ0ます。 

①放送局名* 

⑤周波数** 

* 放送局を登録して、名前をつけているときに表示 
されます （52 ページ)。 

** 数砂経過後に放送局名表示に戻ります。 



設定 


つないだ機器を IJ 
モコンで操作する 

ソこ一製の機器を本機のリモコンで操作でき 
ます。つないだ機器によっては、操作でをな 
い場合があ0ます。そのよラなとさは、つな 
いだ機器の U モコンから操作してください。 



* 数字ボタンの5、および0ボタン、音量+ボタ 
ンには、凸点（突起）び付いています。操作の 
目印として、お使い<ださい。 


つないだ機器を操作ずるには 

1 操作したい機器を登録した入 
カボタン图 （ TV 、 BD 、 

DVD 、 SAT ) を押ず。 

選んだ入カボタンに登録された機器が 
操作できるようになります。 

2 巧の表を参照して、ボタンを 
押ず。 


共通ずる操作 


ボタン 

機能 

回 TV 電源 

AV 電源 
(電源オン/ 
スタンバイ） 

本機の U モコンで操作びでき 
る ソニー 製のテレビまたは 
オーディオ、ビデオの電源を 
入れたり、切った0します。 

田電源ボタンと图 TV 電源/ 
AV 電源ボタンを同時に巧し 
て、本磯と他の磯器の電源を 
同時に切ります（システムス 
タンバィ)。 

团 確定 

選択を確をします。 

國数字ボタン 

チャンんレやトラックを数宇 
で選びます。 


テレビを操作ずるには 

函 TV (オレンジ）を押しなび5、オレンジ 
色のマークのボタンを同時に押すと、それぞ 
れのボタンでテレビを操作することびできま 
す。 


ボタン 

機能 

团 BS 

目 S デジタル放送に切り換え 
ます。 

固 CS 

11日度 CS デジタル放送に切 
り換えます（ボタンを押すた 
びに CS 1/ CS 2 に切り誓わ 

0ます)。 

图 番組表 

地上デジタル放送で番組表を 
表巧します0 

固 ッール/ 
オプション 

そのとをでさる便利な磯能び 
一覧表示されます。 

国 消音 

消音します。 
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ボタン 

機能 

圆音量 +/- 

音量を調節します。 

回 メニユ ー/ 
ホーム 

基本の操作び一幫表示されま 
す。 

回 チヤンネル 
+/- 

チヤンネルを切り換えます。 

画 戻る 

ひとつ前の表示画面に戻りま 
す。 

匿! 个 、ん仁、 

ん贷 

矢印ボタンで;>< ニュー項目を 
選び、 任) で選んだ項目を確 
定します。 

國 画面表示 

テレビ画面上に情報を表示し 
よ 9 〇 

國 数字ボタン 

チヤンネルを選びまず。 

12 政上のチヤンネル番号を 
入力するときは、 2 巧、 3 巧 
目をすばや < 押します。 

國 アナログ 

地上アナ□グ放送に切り換え 
よ 9 〇 

國 デジタル 

地上デジタル放送に切り換え 
よ 9 〇 

图 入力切換 

入力を切り換えます。 

國 シアター 

シアターボタンに対応したソ 
ニー製テレビにつないでいる 
場合、映画に適した設定を自 
動的に行ないます。 

また、本機とテレビを HDMI 
接続して、 HDMIil 器制御磯 
能をオン（入）の場合、自動 
的に本磯の音声出力に切り換 
ん ぶす 0 

ブルーレイディスクレコータ‘一/ DVD 
レコーダーを操作ずるには 

ボタン 

機能 

团 HDD 

HDD を選びます。 

固 DEC 

ディスク（ブルーレイディス 
ク / DVD ) を選びます。 

回 メニュ ー/ 
ホーム 

基本の操作び一幫表志されま 
す。 

回. 吟 

録画中の番組を見てし 'i るとさ 
にジャンプで先に送ります。 

圆 \« 

チャプターをスキップしま 
す。 

►W 巧に再生巧能なチャプターに 

ジャンプします。 


ボタン 

機能 

圆 

再生中にディスクの早戻し/ 
早送りをします。 

画 1==^ 谓を） 

/II (—時 
停止、ちラ 
一度巧すと 
通常再生に 
戻る） /■ 
婚止） 

再生を開始/一時停止/停止 

回 

現在、または録画中の番組を 
見ている間にジャンプで前に 
戻ります。 

圆个、 *、 令、 

矢印ボタンで;>< ニュー項目を 
選び、 (D で選んだ項目を確 
定します。 

國 BD/DVD 
トップメ 

ニユー 

トップ^ニュー/ディスク 
ニューを表のします。 

國 BD/DVD 

メ ニュー 


13 入力切換 

入力を切り換えます。 

ブルーレイディスクプレーヤー /DVD 
プレーヤーを操作ずるには 

ボタン 

機能 

回 メニュー/ 
ホー 1 A 

基本の操作び一覧表示されま 
す。 

画.吟 

ジャンプで先に送ります。 

圆 w/w 

チャプターをスキップしま 
す。 

圆 

再生中にディスクの早房し/ 
早送りをします。 


画1==^谓生） 
/II 卜時 
停止、ちラ 
一度巧すと 
通常再生に 
戻る） /■ 
値止） 

再生を開始/一時停止/停止 


ジャンプで前に戻ります。 

歷1 个、*、<■、 

矢印ボタンで;>(ニュー項目を 


選び、 仔) で選んだ項目を確 


定します。 



次のページへつづ < 
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ボタン 

機能 

國 BD/DVD 

トップ;>< ニュー/ディスク六 

トップメ 

ニユー 

國 BD/DVD 

メ ニュー 

ニューを表巧します。 

国] 入力切換 

入力を切り換えます。 

HDD/DVD コンボを操作ずるには 

ボタン 

機能 

团 HDD 

HDD を選びます。 

固 DISC 

DVD を選びます。 

回 メニユ ー/ 

基本の操作び一幫表示されま 

ホー ム 

す。 

回. 吟 

ジャンプで先に送ります。 

圆 W 

チャプターをスキップしま 
す。 

画 

再生中にディスクの早戻し/ 
早送りをします。 

画〇 厢生） 

再生を開始/一時停止/停止 

/II (-時 
停止、ちラ 
一度押ずと 
通常再生に 
戻る）/ ■ 
(停止） 

します。 


回 

ジャンプで前に戻ります。 

函 1个、ん卜、 

4、© 

矢印ボタンでメニュー項目を 
選び、©で選んだ項目を確 
定します。 

國 BD/DVD 
トップメ 

ニユー 

トップ;>< ニュー/ディスクメ 
ニューを表巧します。 

國 BD/DVD 

メニユー 

國 入力切換 

入力を切り換えます。 

衛星放送 （ CS デジタル）チューナーを 
操作ずるには 

ボタン 

機能 

固 番組表 

番組表を表巧します0 

回 メニユ ー / 
ホーム 

基本の操作び一幫表おされま 
す。 

圃 チャンネル 
+ /- 

チヤンネルを切り換えます。 


ボタン_機能_ 

画个、ん<■、 矢印ボタンでメニュー項目を 

4、© 選び、©で遺んだ項目を確 

定します。 


ご注意 

• 上記の説明は基本的な操作の一例です。つないで 
いる機器によっては操作でをないか、または表と 
は異なつた動作をする場をびあります。 
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お使いの機器に合 
わせて本機を IJ モ 
コンに営録する 

お使いの機器に合わせて、入カボタンの設定 
を変更することびでさます。 

例：ブルーレイディスクプレーヤーを DVD 
端テにつないだとを、 DVD ボタンでブルー 
レイディスクプレーヤーを操作でさるよラに 
設定します。 

リモコンの TV (白）ボタンは、テレビが 
の機器に設定でさません。 


TV 

(白） 


数字ボタンー 


〇 


副ぉ；《醒娱 

© 

SYSTFHSTAHWIY 

—BB - B7B ~ Snn 

0 © © 

M り姑 6 刪お B 化 6 B 麻 T' 

W W © © 

卜 ; 二 ;!- HDD DISC 

77 B 7% t - T ?5][ 

- 1 fSS 

の °( X ) ° Q 3 l CD 


° rnD °(3 D°QD 

/D /クリア m 

お;ち': 



‘ チプ擲 : 

(一)い"〇 を 

© ¢13 © 

6 © © 


電源 

入カポタン 


iE..m 
曰里— 


1設定したい入力の入カボタン 
を巧し続ける。 

例： DVD ボタンを押し続ける。 

2巧の表を参照して、設定した 
い機器のボタンを押ず。 

例：数字ボタンの3を押す。 


DVD ボタンでブルーレイディスクプ 
レーヤーを操作でさるよラになります。 


お使いの機器を BD 、 DVD 、 
ンに対応させるには 

SAT ボタ 

機器 

数字ボタン 

DVD プレーヤー 

(U モコンモード： DVD1) 

1 

DVD レコーダー 

(U モコンモード： DVD3) *1 

2 

プルーレイディスクプレーヤー 
(U モコンモード：目 D1) 

3 

プルーレイディスクレコーダー 
(U モコンモード：目 D3) が 

4 

衛星放送 （CS デジタル） 

チューナー *3 

7 

地上デジタルテレビ（地デジ） 
専用チューナー 

8 



*1 お買い上げ時は、 DVD ボタンに登録されています。 
ソニー製 DVD レコーダーは DVD 1 または DVD 3 
で操作でをます。詳しくは、 DVD レコーダーの 
取扱説明書をご覧ください。 

がお買い上げ時は、 BD ボタンに登録されています。 

目 D 1 および巨 D 3 について詳しくは、ブルーレイ 
ディスクプレーヤーまたはプルーレイディスク 
レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 

*3 お買い上げ時は、 SAT ボタンに登録されています。 

お使いの機器を TV (白）ボタンに対応 
させるには 


機器 

数字ボタン 

テレビ* 1 

己 

テレビが 

6 


* 1 お買い上げ時は 、 TV (白）ボタンに登録されて 
います。 

TV (白）ボタンを押すと、本機の入力びテレビ 
に切り替わるととちに、テレビの入力びテレビ 
番組に切り替わります。 

が TV (白）ボタンを押すと、本機の入力のみ 、 TV 
に切り替わります。 

リモコンに登録した設定を消ずときは 

U モコンの音量ーボタン、電源ボタンを押し 
なが5 、 TV (白）ボタンを押す。 

リモコンの設定がお買い上げ時の状態に戻り 
ます。 
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アンプメニユーの 
設定をする 


アンプメニューを使ラ 

U モコンのアンプ ニューボタンを押すと、 
次の設定びでをます。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 


SET — 
HDMI い 


-CTRL: HDMI- 


UVOL LIMIT。- 


A. CAL — CAL START 
MENU^> 

La. cal clear- 


-CTRL ON 
-CTRL OFF 

-MAX, 49, 
4 ^.. 2 , 1 , 
MIN 


LSOUND.FIELD む - 


- AUTO 
-MANUAL 


-YES 

-NO 


SP — ^CENTER SP 
SETUP 


CENTER YES 
CENTER NO 


kSURSP 


SUR YES 
SUR NO 


-FL DIST - FL 3m 日 cm 

-CM 下 DIST - CM 下 3m 0cm 

-FR DIST - FR 3m 0cm 

-SR DIST - SR 3m 日 cm 

-SL DIST - SL 3m 0cm 

-SW DIST - SW 3m 0cm 


LEVEL — pTEST TONE — pT. TONE ON 

Lt. tone off 


-FL LEVEL —— 

—— FL0.0 

-CNT LEVEL — 

—— CNT0.0 

-FR LEVEL —— 

—— FR0.0 

-SR LEVEL —— 

—— SR0.0 

-SL LEVEL —— 

—— SL0.0 

-SW LEVEL —— 

—— SW0.0 


AUDIO — ^A. ASSIGN 


「 ANALOG VD 
-ANALOG TV 
-ANALOG SAT 
-ANALOG DVD 
-ANALOG 目 D 


ld. assign 


COAX SAT 
COAX DVD 


CUST¬ 

OMIZE 


DUAL MONO — 「 MAIN 

Lsub 


Lmain+sub 


-A/V SYNC* - SYNC OFF. 

1 . 2, .…. 20 

-AUDIO DRC — pDRC MAX 
-DRC STD 

Ldrc off 


-DIMMER - pDIMMER ON 

LpiMMER OFF 

-DISPLAY - pDSPLON 

Ldsploff 


LSLEEP - SLEEP OFI^, 

10M, 20M, 
.....90M 


1) 詳しくは「プラビアリンク機能」 （ 44 ページ）を 
ご覽ください。 

のこの設定は 「 CTRLHDMU び 「CTRL ON 」 
のとさに表示されます。 

の詳しくは r 準備目：自動でスピーカーを設定す 
る」 （ 27 ページ）をご覧ください。 

「 A. CALCLEAR 」 は自動言場補正の測定結果 
び保存されたときに表示されます。 

4 ) この設定は光または同軸の入力信号のみ設定で 
をます。 


1 アンプメニューボタンを押し 
て、アンプメニューを表示ず 


る。 


2卜/个 /*/■> を繰り返し巧して、 
設定したい項目を選ぶ。 
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3 アンプメニューボタンを押し 
て、アンプメニュー表示を消 
ず。 

続いてアンプメこューの各設定について説明 
します。 


スピーカー巧続の設定をずる_ 

サラウンドを充分に楽しむために、スピー 
カー接続の設定びでさます。 


© 


シァタ-入炯 S J 《磨拷 

〇 © 

SYSTEM STANDBY 
TV BD DVD SAT 

贫遏©獲 

サウ外フィ-ルド VIDEO TUNER/BAND DMPORT 

U ののの 

卜品二； I- 品 HDD DISC 

お， 

°〇3°の0の CD 





©の @ 

6 © ® 


アンプ 
メニュー 



1 アンプメニューボタンを押 
ず。 


2 个を繰り返し押して 、 「SP 
SETUP 」 を還び、©または4 
を押ず。 


3 个を繰0返し}甲して、設定 
したい頂目を選び、任)または 
■> を巧ず。 

• CENTER SP : センタースピーカー 
の設定をします。 

• SUR SP :サラウンド スピーカーの 
設定をします。 


次のページへつづ< 
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4 个 /* を押して、設定を選ぶ。 

• CENTER ( SUR ) YES :センタース 
ピーカー（またはサラウンドスピー 
カー）をつないでいるとさに選びま 
す。 

• CENTER ( SUR ) NO :センタース 
ピーカー（またはサラウンドスピー 
カー）をつないでいないとをに選び 
ます。 

5 アンプメニューボタンを押 

ず。 

アンプメニューを終了します。 


スピーカーまでの 距離を設定ず る 

サラウンドを充分に楽しむために、リス こン 
グポジションからスピーカーまでの距離を設 
定でさます。 



1 アンプメニューボタンを押 
ず。 

2 个 /* を繰り返し押して 、 「SP 
SETUP 」 を還び、©または4 
を押ず。 

3 个を繰0返し}甲して、設定 
したい項目を選び、©または 
を押ず。 

• FLDIST :左フ□ントスピーカーの 
距離を設定します。 

• CNTDIST :センタースピーカーの 
距離を設定します。 

• FR DIST :ちフ□ントスピーカーの 
距離を設定します。 
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•SR DIST :ちサラウンドスピーカー 
の距離を設定します。 

• SLDIST :左サラウンド スピーカー 
の距離を設定します。 

• SWD に T : サブウーファーの距離を 
設定します。 


ごま意 

•「SP SETUP 」 で 「CENTER N 0」を選んでい 
るときは、 「 CNTDET 」 び表示されません。 

•「SP SETUP 」 で 「 SURN 0」 を選んでいると 
きは、 rSRDIST 」 と rSL DISTJ び表示されま 
せん。 


4 个 /* を巧して、距離を設定し、 
@または<•を押ず。 

お買い上げ時の設定は 3 m 0 cm です。 
Om 0 cm 〜 7 m 0 cm の範囲で設定でを 
ます。 


ちょっと一言 

• 自動音場補正の測定結果を保存しているとをは、 
スピーカーの距離を 1 cm 単位で調節でをます。 
自動言場補正の測定結果を保存していないとを 
は、スピーカーの距離を1日 cm 単位で調節でき 
ます。 

5 手順3と4を繰り返し、各ス 
ピーカーの距離を設定ずる。 

6 アンプメニューボタンを押 
ず。 

アンプメニューを終了します。 


各スピーカーのレベルやバランス 
を調節ずる_ 

テスト I-ー ンを聞をなびら スピーカーの レべ 
ルとバランスを調節でをます。 


© 


シァタ-乂加《渥 
〇 © — 


け OU UVU SHI 

© © © W 

J ウ外フイ-ルド VIDEO TUNER/BAND DMPORT 

Q 0 0 0 

トゴ万二； i- 二 ;^ HDD DISC 

77 ''CS^ 

な巧 

a 

青な 8 

°の°の"の CD 

ナイトモード 

= の ° の°の口 

アンブだユ ー 

° rnr )°( m°rm (®- 

/〇 けリア /巧 

。巧ぉ わシ龄。稍 

〇 



な视二 ’T'-u 谎辦 

i ■和 Q 广一 J ( ■w 

をの© 

6 © ® 


アンプ 
メニユー 



1 アンプメニューボタンを押 
ず。 


2 个を繰り返し巧して、 

「 LEVEL 」 を還び、色)または 
■> を巧ず。 


3 个 /* を繰り返し巧して、 
「TEST TONE 」 を選び、 
©または ■> を巧ず。 


4 个を繰り返し押して、 
「 T.TONE ON 」 を還び、 
任)を巧ず。 


次のページへつづ< 
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各スピーカーから順番にテストI-ーン 
び聞こえます。 

5 个 /* を繰り返し押して、調節 
したい頂目を選び、©または 
4を押ず。 

レベル調節している間は、調節してい 
るスピーカーか5テストI-ーンび聞こ 
えます。 

• FL LEVEL: 左フ□ントスピーカー 
のレベルを調節します。 

• CNT LEVEL : センタースピーカー 
のレベルを調節します。 

• FR LEVEL :ちフ□ントスピーカー 
のレベルを調節します。 

• SR LEVEL :ちサラウンドスピー 
カーのレベルを調節します。 

• SL LEVEL :左サラウンドスピー 
カーのレベルを調節します。 

• SW LEVEL :サブウーファーのレべ 
ルを調節します。 

ごま意 

• rsp SETUP 」 で rCNTER N 0」を選んでいる 
ときは 、 「CNT LEVEL 」 び表示されません。 

•「SP SETUP 」 で 「 SURN 0」 を選んでいると 
さは 、 rSR LEVEL 」 と rSL LEVEL 」 び表おさ 
れません。 

6个を巧して、レベルを調節 
し、©またはを押ず。 

お買い上げ時の設定は0.0 dB です。 
-6.0 d 目〜 +6.0 d 目の範固で0.日 d 呂 
単位で調節でさます。 


8 ずべての スピーカーの 調節び 
終わった5、个で [TEST 
TONE ] を選び、©またはを 
巧ず。 

9 个を繰0返し}甲して、 
IT.TONE OFF 」 を選び、 

任)を押ず。 

10 アンプメニューボタンを巧 
ず。 

アンプメニューを終了します。 

ごま意 

• テスト !- ーンは HDMI 出力端子からは出力されま 
せん。 


ごま意 

• 一定時間レベル調節をしないと、次のス 
ピーカーから順番にテスト I ''ーンび聞こえ 
ます。 


7 手順5と6を繰り返し、各ス 
ピーカーの レベルを調節ず 
る。 
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AAC (2 ヶ国語放送）を楽しむ 
(DUAL MONO) _ 

AAC とは、臣 S デジタル放送や地上デジタル 
放送で採用されている音声ち式です。 

AAC では 5.1ch のヴラウンド放送や2ヶ国 
語放送にわ対応しています。 

目 S デジタル放送などの AAC 音声を聞くに 
は、テレビなどデジタルチューナー搭載磯器 
側でわ「光デジタル音声出力設定」などで設 
定を行ラ必要びあります。デジタルチュー 
ナー搭載機器び、デジタル出力端子から 
AAC 音声信号を出力するよラに設定してく 
ださい。詳しくは、デジタルチューナー搭載 
機器の取扱説明書をご確認ください。 

上の準備び整った上で、次の操作を行って 
<ださし、。 


© 
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@000 
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CL 曾®® 

• けだ 1- イこ 1- HDD DISC 
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ナイ^モード 

'の口 


。の 
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Iンフだュ- 

S - 


，1^ ォブシ皆ン。;肖 g 



る—の© 

5 0 0 


アンプ 
メニユー 


2 个 /* を繰り返し押して、 
「 CUSTOMIZE 」 を選び、 
任)または4を巧ず。 

3 个を繰り返し巧して、 
「DUAL MONO 」 を選び、 
©または ■> を押ず。 


4 个 /* を押して、設定を選ぶ。 

• MAIN (主音声）：主音声のみを再生 
します。 

• SUB (副音声）：副音声のみを再生 
します。 

• MAIN + SU 目（主+富1」）：左スピー 
力一から主音青、ちスピーカーから 
副音靑を同時に再生します。 



5 アンプメニユーボタンを巧 

ず。 

アンプメこユーを終了します。 


1 アンプメニユーボタンを押 
ず。 


次のページへつづ< 
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映像の遅れに音声を合わせる 
( A/V SYNC ) 


• SYNC 1〜20:1 (10 ミ U 秒）〜20 
に00 SU 秒）の節囲で、1 (10 ミ U 
砂）単位で調節でをます。 


映像び音声よりち遅れている場合、この機能 
で音青を遅らせることびでをます。 



アンプ 
メニユー 


5 アンプメニューボタンを押 

ず。 

アンプメニューを終了します。 


ごま意 

• A/V SYNC 機能を使ってを、音声と映像を完全 
に合わせることびでさない場合ちあります。 

• A/V SYNC 機能は光入力と同軸入力の Dolby 
Digital 、 DTS 、 MPEG 2- AAC 、 リニア PCM 
(2 ch ) に働をます。 


1 アンプメニューボタンを押 
ず。 


2 个 /* を繰り返し押して、 
「 CUSTOMIZE 」 を還び、 

贷またはを押ず。 

3 个を繰0返し}甲して、 「 A/V 
SYNC 」 を選び、运)または 
を押ず。 


4 个を押して、調節ずる。 

• SYNC OFF :調節しません。 
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ルをい 音量で ドルビー デジ タルサ 
ウンドを楽しむ （AUDIO DRC) 

サウンドトラックのダイナ S ックレンジを狭 
くします。ルさな音量で映画を楽しむとさに 
便利です。 AUDIO DRC はドルビーデジタ 
ルの音声にのみ对応しています。 


• DRC MAX :信号の幅を最大限に圧 
縮します。 

• DRCSTD: 制作をび意図したよう 
なダイナ S ックレンジで音青を再現 
します。 

• DRC OFF :信号の幅は圧縮されま 
せん。 



アンプ 
メニユー 


5 アンプメニューボタンを押 
ず。 

アンプメこューを終了します。 



1 アンプメニューボタンを押 
ず。 

2 个を繰り返し巧して、 
「 CUSTOMIZE 」 を還び、 
©またはを巧ず。 

3 个を繰り返し押して、 
「AUDIO DRC 」 を選び、 
@またはを押ず。 

4 个 M を押して、設定を選ぶ。 


次のページへつづ< 
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本が表示の明るをを調節ずる 
(DIMMER) _ 

表示窓の明るさを2段階で調節することびで 
をます。 



アンフ 
メニュ ー 


• DIMMER OFF :通常状態。 

5 アンプメニューボタンを押 

ず。 

アンプメニューを終了します。 


1 アンプメニューボタンを押 
ず。 


2 个 /* を繰り返し押して、 
「 CUSTOMIZE 」 を還び、 

贷またはを押ず。 

3 个 /* を繰り返し押して、 
「 DIMMER 」 を選び、©また 
はを押ず。 

4 个を押して、設定を選ぶ。 

• DIMMER ON :表示窓の明るさが暗 
くなります。本機の電源を切ると、 
表术窓は暗くな0ます。 
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表示窓の設定を巧える 
(DISPLAY) 


表示窓の設定を変更することびでさます。 


ごま意 

•「 DISPLAY 」 で rOFFJ を選んでいても、 
消音機能び有効になっているとさやプ□テ 
クト状態のときは、萬時表示を点打しま 
す。 


© 
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广和.)广 城 
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アンプ 
メニユ- 


アンプメニューボタンを押 
ず。 


2 个を繰り返し押して、 
「 CUSTOMIZE 」 を選び、 
©または ■> を押ず。 

3 个を繰り返し押して、 

「 DISPLAY 」 を選び、色)また 
は ■> を押ず。 


5 アンプメニユーボタンを巧 

ず。 

アンプメこユーを終了します。 



4 个 /* を巧して、設定を選ぶ。 

• DSPLON : 常時、表示を点灯しま 
す。 

• DSPL OFF :一定時間、表示を点な 
します。 


次のページへつづ< 


67 
















ス IJ — プタイマーを巧う_ 

音楽などを聞をなびらお休みになるとさ、設 
定した時間に本機の電源を切ることびでさま 
す。時間は10分間隔で設定することびでを 
ます。 


4 个 /* を押して設定時間を選ぶ。 

設定時間は次のよラに切り替わります。 
OFF 一 10M 一 20M 

I I 

90M 一 80M .... 30M 



アンフ 
メニユー 


5 アンプメニューボタンを押 
ず。 

アンプメニューを終了します。 

ごま意 

• ス U —プタイマーは本機のみ適用されます。本機 
につないでいるテレビや他の機器には使えませ 
/u 。 


1 アンプメニューボタンを押 
ず。 


2 个を繰り返し巧して、 
「 CUSTOMIZE 」 を選び、 

贷またはを巧ず。 

3 个 /* を繰り返し巧して、 
「 SLEEP 」 を選び、©または 
を巧ず。 
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音声入力端子に入 
カフアンクシヨン 
を割 D 当てる 


アナ□グ音青入力を割 D 当てる_ 

アナ□グ信号を持つ音声入力を、使われてい 
ない TV または目 D 、 DVD 、 SAT、VIDEO 
のフアンクシヨンに割0当てることびでさま 
す。 

例： DVD プレーヤーを本機の"割り当て巧 
能"ビデオ音声（左/ち）入力端テにつない 
で、音青ソースを出力する場合、 

• DVD プレーヤーのアナ□グ音靑出力端テと本 
磯の"割り当て可能"ビデオ音声（左/ち） 
入力端子をつなざます。 

• DVD フアンクシヨンを、 「 A . ASSIGN 」 設 
定で 「ANALOG DVD 」 に割り当てます。 


〇 


©;贺^ 


ののの公 
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ぶ/ 
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アンプ 
メニユー 


1 アンプメニューボタンを押 


2 个 /* を繰り返し押して、 

「 AUDIO 」 を選び、@または 
4を押ず。 

3 个を繰り返し押して、 「 A . 
ASSIGN 」 を選び、任)または 
■> を巧ず。 

4 个 /* を巧して、設定を選ぶ。 

• ANALOG VD :アナ□グ音靑乂力を 
VIDEO ファンクションに割り当てま 

も 规 

• ANALOG TV :アナ□グ音靑入力を が} 

TV ファンクションに割0当てます。 

• ANALOG SAT :アナ□グ音声入力 
を SAT ファンクションに割0当てま 
す。 

• ANALOG DVD :アナ□グ音靑入力 
を DVD ファンクションに割り当てま 
す。 

• ANALOG BD :アナ□グ音声入力 
を BD ファンクションに割0当てま 
す。 

5 アンプメニューボタンを巧 
ず。 

アンプメニューを終了します。 


ごを意 

• オーディオ機器の映像を出力したとを、音声び出 
なくなることびあります。この場を、次の操作を 
行ってください。 

一本機の"割り当て巧能"ビデオ音声（左/ち） 
入力端テにつないだ機器と、フアンクシヨン 
に割り当てた機器び同じかどラか確認する。 

-ちラー度フアンクシヨンを割り当てる。 

• 他の入力に割り当てられたアナ□グ宣声入力は、 
ちとの入力で使ラことはでをません。 

• アナ□グ音声入力を TUNER / BAND および 
DMPORT フアンクシヨンに割り当てることはで 
をません。 


ず。 

次のページへつづ< 
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デジタル音声入力を割日当てる_ 

同軸のデジタル信号を持つ音声入力を、使わ 
れてレなレ DVD または SAT のファンクシヨ 
ンに割り当てることびでさます。 

例： DVD プレーヤーを本機の"割0当て巧 
能同軸" SAT 入力端モにつないで、音声 
ソースを出力する場を、 

• DVD プレーヤーの同軸出力端子と本磯の"割 
り当て可能同軸" SAT 入力端モをつなざま 
ず。 

• DVD ファンクシヨンを、 「 D . AS 幻 GN 」 設 
おで 「COAX DVD 」 に割り当てます。 


3 个を繰0返し}甲して、 「 D . 
ASSIGN 」 を選び、©または 
4を押ず。 

4 个を押して、設定を選ぶ。 

• COAX SAT :同軸の音声入力を 
SAT フアンクシヨンに割り当てま 
す。 

• COAX DVD :同軸の音声入力を 
DVD フアンクシヨンに割0当てま 
す。 
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アンプ 
メニユー 


5 アンプメニューボタンを押 


ず。 

アンプメニューを終了します。 


ごま意 

• 同じ入力に複数のデジタル音声を同時に割0当て 
ることはでさません。 

• 他の入力に割り当てられたデジタル音声入力は、 
ちとの入力で使ラことはでをません。 

• デジタル音声入力を TV および目 D 、 VIDEO 、 
TUNER / 目 AND 、 DMPORT フアンクシヨンに 
割り当てることはできません。 


1 アンプメニューボタンを押 
ず。 


2 个を繰り返し押して、 

「 AUDIO 」 を選び、©または 
4を巧ず。 
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その他 


故障かな？と思つ 
たら 

本機の調テがおかしいとを、修理に出す前に 
わラー度点検してください。それでも正常に 
動作しないとさは、お買い上げ店またはソ 
こーサービス窓口、お客様ご相談センターに 
お問い合わせ < ださい。 

全般 

電源が入6ない 

4電源コードがしっか0差し込まれているか 
確認する。 

本機の表示窓に 「 PROTECTOR 」 と 
「PUSH POWER 」 が交互に表示される 
1 /( 1 ) (電源）ボタンを押して電源を切り、 
「 STANDBY 」 び消えたら次の項目を確認す 
る。 

4本機の通気孔びふさびっていないか？ 
上記の項目を点検し、電源を入れる。それ 
でわ正常に動作しないとさは、お買い上げ 
店または ソニーサービス 窓口、お客様ご相 
談センターに問い合わせる。 

Dolby Digi ね I や DTS のマルチチヤンネル 
の音声が再生されない 

ブルーレイディスクや DVD などが Dolby 
Dig け al や DTS フオーマツトで録音されて 
いるか確認する。 

4つないだ機器のオーディオ設定（音靑出力 
設定）を確認する。 

サラウンド効果が得6れない 

4デジタル音声信号によっては、サラウンド 
処理び働かないことびあります （40 ペー 
ジ）。 


スピーカーか6音が出ない、または音び小 
さし、 

音量+ボタンを巧し、音量を確認する。 

4消音ボタンや音量+ボタンを巧して、消音 
機能を解除する。 

4サウンドフィールドボタンを押して、現在 
のヴウンドフィールドを確認する。 

4音源によってはスピーカーの音響効果び、 
はっさりと目立たない場合びあ0ます。 

センタースピーカーか6しか音が出ない 

4スピーカーの接続と設定を確認する（18、 
59ぺージ)。 

4ディスクによってはセンタースピーカーか 
らしか音び出ないちのもある。 

センタースピーカーか6音び出ない 

4スピーカーの接続と設定を確認する（18、 
59ぺージ)。 

サウンドフィールドを 「 OMNI - 
D 旧 ECTIONALSOUND 」 政夕りこする 
(40 ぺージ)。 

4ソースによってはソフトの音靑効果上、セ 
ン ター スピーカーの音びルさく記録されて 
いるちのびある。 

サラウンドスピーカーの音が出ない、ほと 
んど聞こえない 

4スピーカーの接続と設定を確認する（18、 
59ぺージ)。 

4選ばれているヴウンドフィールドを確認す 
る （40 ぺージ)。 

ソースによってはソフトの音靑効果上、ヴ 
ラウンドスピーカーの音びルさく記録され 
てレるちのびある。 

4マルチチヤンネル信号ではなく、モノラ 
ル、ステレオの信号を再生している。 

テレビの音声び映像よ0遅れる 

4 「 A / VSYNC 」 び設定されていたら、 「 A/V 
S 丫 NC 」 を 「SYNC OFF 」 （オフ）に設定 
する。 


なのぺージへつづ< 


■ *3 き 
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つないだ機器 

どの機器を選んでち音び出ない、または音 
が小さい 

本機とそれぞれの機器が正し < つながれて 
いるか確認する。 

4本機とつないだ機器の電源びオンになって 
いるか確認する。 

選んだ機器か6音が出ない 

つないだ機器び、オーディオ端子に正しく 
つながれているか確認する。 

つないだ機器と本機のコードび、端子の契 
までしっかり差し込まれているか確認す 
る。 

つないだ機器び正し<選択されているか確 
認する。 

音量が最大のとさに、ディスクをつづを再 
生すると、音びでないことびあります。こ 
のとをは、音量をルさくしてから、本機の 
電源を切り、電源を入れてください。 

音が途切れたり、ノイズび出る 

「本機で対応するデジタル入カフオーマツ 
卜」を確認する （74 ページ)。 

テレビ画面に映像が出ない、映像がはっき 
0しなし、 

入カボタンで該当する入力を選ぶ。 
テレビを該当する入カモードにする。 
オーディオ機器をテレビから離す。 
デジタル;ディアポートアダプターによっ 
ては、映像が出力されないことがありま 
す。 

サブウーファーの HDMI 端子に入力される 
映像がテレビ画面に出ない 

HDMI 接続を確認する。 

再生機器によっては、設定び必要になりま 
す。詳し<は各機器の取扱説明書をご覧< 
ださい。 

テレビ画面に映像は出るび、音が出ない 

音声入力割り当ての設定を確認する（69、 
70ぺージ）。 


HDMI 機器制御 

ブラビアリンクを使用中、次のよラな問題び 

発生した場合は、料下の方法をお試し<ださ 

い。 

HDMI 機器制御機能が働かない 

4 HDMI 接続を確認する （19 ページ)。 

アン y 乂こ a — で 「 CTRL : HDMI 」 び 
「CTRL ON 」 に設定されていることを確 
認する。 

4っないだ機器が HDMI 機器制御機能に対応 
していることを確認する。 

4っないだ機器の HDMI 機器制御の設定を確 
認する。お使いの機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

4 HDMI 接続を変更したとさや、本機の電源 
コードを抜を差ししたとを、また、停電び 
あったときは、「プラビアリンクの準備を 
する」（4日ページ）の手順を再度行って< 
ださい。 

4 HDMI 機器制御機能に対応していない機器 
をテレビにつなざ、その機器の入力をテレ 
ビで選択した場合、本機が正しく動作しな 
いことびあります。 

システムオーディオコントロール機能を 

使っているときに、本機とテレビの両ちか 

6音び出ない 

4本機またはテレビの音量を確認する。 

4本機の入力び正しく選択されているかを確 
韶する。 

システムオーディオコントロール機能を 

使っているときに、本機とテレビの両ちか 

6音が出る 

4 HDMI 機器制御機能びオフ（切）のとさ 
や、選んだ機器び HDMI 機器制御機能に対 
応していないとさは、本機またはテレビを 
消音する。 

電源オフ連動機能が働かない 

テレビの電源を切るとつないだ機器の電源 
が自動的に切れるよラに、テレビの設定を 
変更してください。詳しくは、お使いのテ 
レビの取扱説明書をご覧ください。 
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テレビに映像が出ない 

4 本機の HDMI 入力端テと HDMI 出力端子を 
逆につないでいないか、確認する。 


その他_ 

U モコンが機能しない 

4サブ ウーファーと IJ モコンレシーバーび正 
しくつなびれているか確認する。 

4 I 」モコンレシーバーの回に向けて操作す 
る。 

リモコンと U モ コン レシーバーとの 間に障 
害物を置かない。 

4電池びちい場合は、すべての電池を新しい 
ものに取0誓える。 

本機の U モコンの入カボタン （ TV 、 目 D 、 
DVD 、 SAT 、 TUNER / 臣 AND 、 

DM PORT ) を巧して、操作したい機器を 
選ぶ （54 ページ)。 

音声の出力ち法をテレビのスピーカーか6 
本機のスピーカーに変更したときに、音量 
び下がる 

4音量制限機能び働いています。詳しくは 
「音量制限機能を使ラ」 （48 ページ）をご 
覧ください。 

これ S の処置をしても正常に動作しな 
いときはーリセット 

下記の手順で操作します。 

1 本機の電源を入れる。 

2 本機の INPUT SELECTOR ボタン、 
VOLUME - ボタン、以の履源）ボタン 
を同時に押す。 

表示窓に 「COLD RESET 」 と表示され、 
アンプメこユーやヴウンドフィールドな 
どびお買い上げ時の状態に戻0ます。 


卿ミァフタ— 


巧話書 


• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取 
0< ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より* I 年間です。 


アフターサービス 


調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書の「故障かな？と思ったら」の項 
を参考にして、故障かどラかを点検してくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソこ一ご相談 
窓□のご案内」にあるおくの ソニー サービス 
窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品は、修理の隙に交換した部品を再 
生、再利用する場合びあります。その隙、交 
換した部品は回収させていたださます。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要 
望によ0有料修理させていただをます。 


次のページへつづ< 
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部品の保有期間について 

当社では、ホームシアターシステムの補修用 
性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）を、製造打ち切0媛8年間保ちして 
います。この部品な有期間を修理可能期間と 
させていただをます。な有期間を経過した後 
わ、故障箇所によっては修理可能の場合びあ 
りますのでお買い上げ店か、ソこーサービス 
窓口にご相談ください。 

ご相談になるとさは、次のことをお知らせ< 
ださい。 

• 型名： HT - IS 100 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• つないでいるテレビやその他の機器の;>< 一 
カー名と型番： 

• 購入年月日： 

• お買い上げ店： 


主な仕様 


本機で巧応ずるデジタル入力 
フォーマット 

本機で対応するデジタル入カフォーマットは 

下のとおりです。 

フオー マット 

対応/非対応 

Dolby Digital 

O 

DTS 

O 

U ニア PCM C 2 ch ) * 

O 

U ニア PCM (己. 1 ch 、7.1 ch ) 
( HDMI のみ） 

* o 

Dolby Digital Plus 

X 

Dolby True HD 

X 

DTS-HD 

X 


* リニア PCM は、96 kHzL ソ下のサンプ U ング周波 
数に対応します。 


アンプ部 

総含出力 

実相最大出力*フ□ント部： 45 W + 45 W 
(1 日 n 、 JEITA **) 

センター部： 45 W 
(1 日 Q 、 JEITA **) 

サラウンド部： 45 W (1 チヤンネ 
ルあたり） （10 0、 JEITA **) 

サブウーファー部: 100 W + 

100 W (4 n . JEITA **) 

ヴウンドフィールドやソースによつ 
ては出力しない場含びあります。 
入力端子（アナログ） 

ビデオ 入力感度： 700 mV 

インピーダンス： 33 kQ 
入力端子（デジタル） 

TV、DVD 光 
SAT 同軸、光 
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HDM 刚 


サブウーファー （ SA - W 旧10 0) 


コネクター19ピン HDM 鴨準コネクター 
ビデオ入出力巨 D 、 DVD、SAT : 

640 X 480 p 、 60 H 之 
720 X 48日 P 、 己 9.94/6 日 Hz 
144日 X 480 p 、59.94/6 日 Hz 
(pixel sent 2 times ) 

1280 X 720 p 、59.94/60 Hz 
1920 X 1 日 80 し 59.94/60 Hz 
1920 X 1080 p 、59.94/60 Hz 
720 X 576 p 、 己 0 H 之 
1440 X 日 76 p 、 己日 H 之 
(pixel sent 2 times ) 

1280 X 720p、5 日 Hz 
1920 X108 日し己日 Hz 
1920 X1 日 80p 、 日日 H 之 
1920 X 1080p. 24 Hz 

オーディオ入力 

巨 D 、 DVD、SAT : 

リニア PCM 7.1 ch/Dolby Digital / 
DTS/AAC 


方式 バスレフ型 （ J 曰 TA **) 

形状 120 mm + 160 mm 

定格インピーダンス 
4 Q 

最大が形寸法238 X 441 X 434 mm 〔幅/高さ 
/奥行を） 

質量 約 14.5 kg 

電源 AC 100 V . 50/60 HZ 

消費電力 電気用品安全法による表示:115 W 

HDMI 機器制御びオフ（切）のと 
を（スタンバイ状態のとさ）：日.3 
W 未満 

電源出力 

(デジタルメディアポート） 

DC OUT : 5 V 、700 mA 

リモコン レシーパー （ IR - R 100) 

最大がお寸法46 X 19 X 4日 mm (幅/高さ/奧 
行を） 

質量 0.15 kg 


チユーナー部 

回路方式 

PLL デジタル周波数シンセサイザー 
ク オーツ □ック方式 

FM チューナー部 

受信周波数 

76.0 -90 .日 MHz 

(100 kH 之間歐 

アンテナ 

ワイヤーアンテナ75 Q 、 不平衡型 

中間周波数 

10.7 MHz 

AM チューナー部 

受信周波数 

531 -1,602 kHz (9 kHz 間隔） 

アンテナ 

ループアンテナ 

中罔周波数 

450 kHz 

映像部 


入力 

ビデオ：1 Vp-p 7己0 

入力/出力 

コンポーネントビデオ； 

Y :1 Vp-p 75 0 

Cb 、 Cr :日.7 Vp-p 75 Q 


* JEITA (電子情報技術産業協会）の規格による測 
定値です。 

** JEITA 〔電子情報技術産業協を） 

本機はりに C 61000 -3-2 適合品」です。 

仕様およびが観は、改良のため、予告なく変更する 
ことびあ0ますび、ご了承<ださレ。 




待機時消費電力 0.3 W 
主なフリント配線板にノ V □ゲン系難燃 
剤を使用していません。 

フルデジタルアンプ S - master 搭載に 
よりアンフブ □ ックの電力効率を 
85%_ L ： Lb に改善。 


スピーカー 

フ□ント/センター/サラウンド （ ss — 

ほ 15) 

方式 密閉型 （ J 曰 TA **) 

形状 35 mm 

定格インピーダンス 
10 0 

最大外形寸法45 X 55 X 40 mm (幅/高さ/奥 
行を） 

質量 約日.07 kg 

スピーカーコード 

4.5 m X 2、3 m X 1、12 m x 2 



用語解説 

自動音場補正 （ D. C. A. C.) 

ソこ 一び開発した自動音場補正 (Digital 
Cinema Auto Calibrationj は、スピー 
力一の距離やレベルを自動的に測定し、 短時 
間で視聴環境のスピーカー設定を調整する。 

ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社の開発した音声の 
デジタル圧縮技術。 5.1 チヤンネル-ヴラウ 
ンドに対応している。サラウンドチヤンネル 
はステレオにな0、サブウーファーチヤンネ 
ルは独立して出力される。ドルビーデジタル 
シネマ音靑方式のよラな高水準のデジタル音 
声を 5.1 チヤンネルで楽しむことびでさる。 

全チヤンネルが完全に分離した状態で記録さ 
れるのでチヤンネル間セパレーシヨンび良 
く、すべてデジタルで受け渡しされるので冀 
化しにくいという特長びある。 

ドルビープ □ ロジック II 

ドルビープ□□ジック II は2チヤンネルソー 
スを日チヤンネルで全帯域再生する。それを 
行ラのが、ソースにない音や音の色付けを加 
えることなく、才 U ジナル録音の空間的特質 
を引さ出す先進的で高音質のマト U ックスヴ 
ラウンド デコーダ である。 

AAC 

目 S デジタル放送で標準に定められたデジタ 
ル音靑方式。「アドバンスド-オーディオ- 
コーディング (Advanced Audio 
Coding )」 の略で、高い圧縮率で音楽 CD 並 
みの音質を実現する。 

DTS 

DTS 社の開発した音声のデジタル圧縮技術。 
5.1 チヤンネル-サラウンドに対応している。 
サラウンドチヤンネルはステレオになり、ヴ 
ブウーファーチヤンネルは独立して出力され 
る。高水準のデジタル音亩を 5.1 チャンネル 


で楽しむことびできる。全チヤンネルが完全 
に分離した状態で記録されるのでチヤンネル 
間セパレーションが良く、すべてデジタルで 
受け渡しされるので冀化しにくいといラ特長 
びある。 

HDMI (High-Definition Multimedia 
Interface) 

パソコン用ディスプレイなどで使用されてい 
る DVI (Digital Visual Interface ) 規格を 
拡張した次世代テレビ向けのデジタルイン 
ターフェース規格。映像と音靑を1つのケー 
ブルで、信号びデジタルのまま、冀化するこ 
となく伝送でさる。デジタル画像信号の暗号 
化記述を使用した着作権保護技術である 
HDCP にも対応している。 

PCM 

アナ□グ音声をデジタル音靑に変換するち 
式 。 Pulse Code Modulation (パルス- 
コー ド. モジュレーション） の略で、手軽に 
デジタル音声を楽しむことびでさる。 

S-master 

ソこ 一び独自に開発したデジタルアンプ技 
術。従来のアナ□グアンプに比べ、原理的に 
ゼ□ク□ス歪みび発生しない点をはじめ、高 
効率で発熱がかないため、小型化び容易であ 
るなど、数々の特長を備えている。 

TSP (Time Stretched Pulse ) 信号 

TSP 信哥ま、短い時間の中に低域から広域ま 
でのにい帯域にわたって、高密度にエネル 
ギーが詰められた測定信号である。 

一般的な室内環境で測定精度を確保するため 
には、測定信号のエネルギー量が重要であ 
0、 TSP を使ラことで、効果的に測定を行ラ 
ことがでさる。 
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x.v.Color 

動画色空間 「 xvYCC 」 国際規格に対応し、 
従来よ0広い色域を再現でさ、花の色や複雑 
に変化する美しい海の色など、自然界の色を 
鮮やかに再現する。 


索引 


あ巧 

アナ□グ音靑入力を割0当 
てる69 

アンプ こュー己8 
衛星放送チューナーをつな 
ぐ19、23 

オートジャンルセレクター 
47 

音質調整42 

を巧 

サウンドフィールド40、47 
自動音場補正機能27 
消音36 

スピーカーの設定59、60 
スピーカーのレベル61 
ス U —プタイ7 — 68 


た巧 

デジタル音靑入力を割0当 
てる70 

デジタル;>< ディアポートア 
夕’プターをつなぐ33 


な巧 

ナイトモード43 


は巧 

ビデオデッキをつなぐ24 
プラビア U ンク44 
ブルーレイディスクプレー 
ヤー（レコータ’一）をつ 
なぐ19 

"プレイステーション 3" を 
つなぐ19 


6巧 

ラジオ 
聞く 51 

登録した放送局に名前を 
つける52 

放送局を登録する50 

U モつン 

操作する36、己4 


電池を入れる9 
登録する己7 


A-Z 

AUDIO 69、70 
AUDIO DRC 65 
A. ASSIGN 69 
A. CAL CLEAR 31 
A. CAL MENU 28、 31 
A. CAL START 28 
A/VSYNC 64 
CENTER SP 己 9 
CNTD に T 60 
CNT LEVEL 61 
CTRL: HDMI 4 己 
CUSTOMIZE 63、64、 

6 己、66、67、 68 
DIMMER 66 
DISPLAY 67 
DUAL MONO 63 
DVD プレーヤー（レコー 
ダー）をつなぐ19、22 
D. ASSIGN 70 
FLD に T 60 
FL LEVEL 61 
FM Mode 51 
FR D に T 60 
FR LEVEL 61 
HDMI でつなぐ 19 
LEVEL 61 
SET HDMI 4 己、 48 
SL DIST 60 
S し LEVEL 61 
SOUND.FIELD 47 
SP SETUP 己9、 60 
SR DIST 60 
SR LEVEL 61 
SUR SP 59 
SW DIST 60 
SW LEVEL 61 
TEST TONE 61 
VOL LIMIT 48 
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よくあるお問い合わせ、窓□受イ寸時間などはホームページをご活用くださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談巧口 

■ 修酬設如 

フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

01吕 0-333-0 吕〇 

0120-222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

携帯電話 ‘ PHS ‘一部の IP 電話 

046日-3 1-2 已11 

0466 -31-2 己31 


※取扱説巧書' 1」モコン等のお入相談は 


こちらへお問い合0せください。 


FAX (巧出 0120-333-389 



上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

r306_i+r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなぎします。 


ソニー株式会社 〒1 08-007 已東京都港区港南1 -7-1 
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